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春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
検
証

　
　
　
　
　
　

─
─
『
舞
楽
手
記
』
諸
本
考
─
─

神
田　

邦
彦

一
、
は
じ
め
に

　
『
舞
楽
手
記
』
は
、
奈
良
県
春
日
大
社
に
伝
わ
る
七
巻
の
楽
書
、
所
謂
「
春
日
楽
書（
１
）」

の
一
巻
で
、
舞
楽
「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
で
あ
る
。
こ
の

書
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
か
と
い
わ
れ
、
戦
前
は
国
宝
に
、
戦
後
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
、
夙
に
そ
の
史
料
的
価
値
の
高

さ
が
い
わ
れ
て
き
た
（
２
）。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
江
戸
期
の
書
写
で
は
あ
る
が
、
内
閣
文
庫･

田
安
徳
川
家
他
に
同
内
容
の
伝
本
と
覚
し
き
写
本
が
見

つ
か
り
（
３
）、
諸
本
研
究
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
（
４
）。
ま
た
、
こ
の
書
は
編
者･

成
立
等
に
つ
い
て
も
未
解
明
で
、
か
つ
は
翻
刻
も
な
か
っ
た
か
ら
、
そ

の
点
も
課
題
で
あ
っ
た
（
５
）。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
秋
、
中
原
香
苗
氏
が
諸
本
を
検
討
さ
れ
、
編
者
、
成
立
等
の
問
題
に
言
及
。
狛
近
真
編
纂
の
『
羅
陵
王
舞
譜
』
を
も
と
に
、
興

福
寺
の
僧
侶
聖
宣
が
著
述
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
た
（
詳
細
は
次
章
に
後
述
）。

　

し
か
し
、
そ
う
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
反
論
は
こ
れ
か
ら
述
べ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
氏
は
春
日
大
社
所
蔵
の
原
本
を
調
査
し
て
い
な
い
。

そ
れ
を
現
存
諸
本
の
「
祖
本
」
と
位
置
づ
け
な
が
ら
、「
紙
焼
写
真
版
」
に
拠
っ
て
い
る
。
だ
が
、
諸
本
を
検
討
し
、
編
者･

成
立
の
問
題
に
考
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究
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
祖
本
」
の
調
査
は
不
可
欠
な
は
ず
で
は
な
い
の
か
。
紙
焼
き
写
真
で
は
見
え
な
い
部
分
が
疎
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
氏
は
春
日
大
社
の
そ
れ
を
実
見
さ
れ
な
い
ま
ま
結
論
を
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
含
め
た
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。
ま
た
諸
本
に
つ

い
て
も
、
管
見
で
は
、
氏
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
な
お
豊
家
に
二
本
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
ら
、
そ
れ
ら
も
検
討
に
加
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
未
検
討
の
伝
本
を
加
え
て
、
諸
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
書
の
編

者
、
成
立
の
問
題
に
関
す
る
考
察
を
、
追
っ
て
別
稿
に
述
べ
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
共
同
で
翻
刻
も
行
っ
て
い
る
（
６
）か
ら
、
そ
ち

ら
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

二
、
先
行
研
究
に
つ
い
て

　

中
原
氏
の
論
は
、『
詞
林
』
第
四
十
四
号
の
「
秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成
（
１
）
─
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
か
ら
『
舞
楽
手
記
』
へ―

」
と
題
す

る
論
考
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
７
）が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
研
究
と
し
て
、
福
島
和
夫
氏
の
「
春
日
楽
書
」
解
題
が
あ
る
（
８
）。
ま
ず
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
（
四
）「
舞
楽
手
記
」。
陵
王
荒
序
舞
譜
・
同
記
録
。
紙
背
は
荒
序
舞
譜
。
同
巻
は
こ
と
に
欠
落
・
錯
簡
が
甚
し
い
。�

（
同
解
題
、
七
六
頁
）

と
い
う
。『
舞
楽
手
記
』
は
陵
王
荒
序
の
舞
譜
と
そ
の
記
録
で
、
紙
背
に
も
荒
序
の
舞
譜
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
欠
落
・
錯
簡
が
甚
し
い
」

と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
原
本
の
調
査
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
辞
書
に
執
筆
し
た
解
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

根
拠
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、『
手
記
』
伝
本
は
春
日
大
社
蔵
本
の
ほ
か
、
内
閣
文
庫
、
田
安
徳
川
家
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
に
あ

り
、
春
日
本
が
祖
本
、
以
下
が
そ
の
写
し
と
位
置
付
け
て
お
ら
れ
、
諸
本
と
そ
の
関
係
を
「
春
日
楽
書
三
本
対
照
表（
９
）」
に
表
し
て
お
ら
れ
る
。
い

ま
、
そ
の
対
照
表
よ
り
『
手
記
』
部
分
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
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表
１　

福
島
和
夫
氏
「
春
日
楽
書
三
本
対
照
表
」
よ
り

春
日
大
社
本

日
本
音
楽
史
研
究
所
本

（
平
出
久
雄
本
※
櫻
井
氏
追
加
）
内
閣
文
庫
本･

田
安
家
本

（
伊
達
文
庫
本
※
櫻
井
氏
追
加
）

荒
序
舞
譜
（
首
欠
・
裏
書
ア
リ
）　

●
（
イ
）
聖
宣
記　

近
真
ヨ
リ
春
福
丸
ヘ
ノ
相
伝
次
第
（
春
日
本
欠
）

〔
荒
序
譜
〕（
二
）

〔
舞
楽
手
記
〕
跋
（
ロ
）
近
真
、光
則･

光
近
両
家
ノ
荒
序
相
伝
次
第
。
聖
宣
記
（
春
日
本
欠
）

首
欠
、
但
春
日
本
よ
り
19
行
多
く
残
存

●
（
ハ
）
仁
治
三
年
正
月
十
五
日
近
真
臨
終
ノ
相
伝
ノ
記
。（
聖
宣
花
押
）

付
荒
序
古
記
録　

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
～
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）

跋
（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
完
備

（
紙
背
）

二
四
八
説　

光
則
（
首
欠
、
二
帖
ヨ
リ
残
存
。
尾
入
綾
以
下
欠
）
錯
簡
ア
リ

（
26
ウ
～
31
ウ
）
　
　
〔
荒
序
譜
〕（
一
）

〔
荒
序
舞
譜
〕
八
方
八
返
様

〔
舞
譜
〕

　
　
〔
舞
曲
譜
〕（
一
）

返
蜻
蛉
手
ア
リ
（
十
二
冊
本
・
廿
二
冊
本
欠
）

（
32
オ
～
41
ウ
）

　

諸
本
に
よ
り
書
名
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
内
題
を
欠
き
、
原
題
が
わ
か
ら
ず
、
仮
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
右

の
表
に
よ
る
と
、
春
日
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
の
本
文
に
は
、
内
閣･

田
安
家
所
蔵
の
『
荒
序
譜
（
二
）』
が
該
当
し
、
同
紙
背
に
は
日
本
音
楽
史

研
究
所
に
蔵
す
る
『
舞
譜
』
の
二
十
六
丁
裏
か
ら
四
十
一
丁
裏
ま
で
、
お
よ
び
内
閣･

田
安
家
の
『
荒
序
譜
（
一
）』
と
『
舞
曲
譜
（
一
）』
が
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
『
手
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
概
略
が
記
さ
れ
、
主
な
異
同
も
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
ち
ら
は
日
本
音
楽
史
研
究
所
の
特
別
展
観
に
お
い
て
同
所
所
蔵
の
『
舞
譜
』
他
を
出
陳
す
る
に
際
し
、
同
所
の
所
長
で
あ
る
福
島
氏
が
記

し
た
解
題
目
録
の
付
録
で
あ
る
か
ら
、
な
ぜ
そ
う
い
え
る
の
か
と
い
う
論
拠
ま
で
は
記
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
筆
者
と
共
同
で
「
春
日
楽
書
」
諸
本
を
調
査
し
た
櫻
井
利
佳
氏
の
「
春
日
楽
書
」
解
題
（
（（
（

で
あ
る
が
、
氏
は
こ
れ
に
故
平

出
久
雄
蔵
本
と
伊
達
文
庫
本
（
宮
城
県
図
書
館
蔵
）
と
を
加
え
て
い
る
。
平
出
本
は
平
出
の
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（
（（
（

の
を
指
摘
し
た
も
の
で
、

平
出
没
後
の
現
在
で
は
行
方
が
知
れ
ず
、
詳
細
は
不
明
。
伊
達
文
庫
本
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
内
閣
文
庫
本
の
転
写
本
で
あ
る
。
た
だ

し
、
櫻
井
氏
の
解
題
は
、
同
じ
「
春
日
楽
書
」
中
の
一
巻
で
あ
る
『
楽
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
も
諸
本
の
関
係
に
つ
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い
て
詳
細
な
考
証
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

つ
ま
り
、「
春
日
楽
書
」
諸
本
の
関
係
、
ひ
い
て
は
『
手
記
』
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
概
略
は
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
検
証
ま
で
示
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
原
氏
は
前
掲
論
文
に
、

　
　
「
春
日
楽
書
」
の
伝
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
学
の
論
考
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
（
後
略
）�

（
六
七
頁
上
段
）

と
し
て
、
注
に
右
の
福
島
・
櫻
井
説
を
引
い
て
お
ら
れ
、
論
拠
は
示
し
て
お
ら
れ
な
い
。
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
。
読
者
は
何
を
信
じ
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
氏
は
春
日
本
に
つ
い
て
、「
原
本
は
未
見
、
本
文
の
検
討
な
ど
は
春
日
大
社
蔵
紙
焼
き
写
真
版
に
よ
る
」（
前
掲
論

文
、
六
七
頁
上
段
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。
春
日
本
を
除
く
諸
本
に
つ
い
て
は
調
査
さ
れ
、
解
題
を
書
い
て
お
ら
れ
る
の
だ
が
、
春
日
本
に
つ
い
て

「
未
見
」
な
の
で
は
福
島
氏
の
い
う
春
日
本
の
「
欠
落
・
錯
簡
」
に
つ
い
て
は
検
証
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
は
た
し
て
、
そ
れ
で
よ
い
の

か
。

　

要
す
る
に
、「
春
日
楽
書
」
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
拠
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
か
つ
は
春
日
本
に
つ
い
て
も
祖
本
と
見
ら
れ
な
が

ら
、
検
討
が
不
充
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
春
日
本
の
解
題
を
記
し
、
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。
ま
た
、
管
見

で
は
豊
家
本
家
に
も
二
本
確
認
で
き
る
が
、
個
人
蔵
に
つ
き
、
原
本
の
調
査
が
及
ば
な
い
。
写
真
の
紙
焼
き
は
得
ら
れ
た
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
検
討
で
き
る
範
囲
で
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
解
題

１
．
書
誌

　

奈
良
県
、
春
日
大
社
所
蔵
。
巻
子
本
、
一
軸
。
同
社
所
蔵
の
、

　
　

１
．
楽
所
補
任　
　
　
　
　
　

二
巻
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２
．
舞
楽
古
記　
　
　
　
　
　

一
巻

　
　

３
．
高
麗
曲　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　
　

４
．
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記　
　

一
巻

　
　

５
．
楽
記　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

こ
れ
ら
内
容
の
異
な
る
六
巻
の
楽
書
と
と
も
に
桐
の
重
箱
に
納
め
る
。
該
本
を
含
め
、
都
合
七
巻
を
「
春
日
楽
書
」
と
も
呼
ぶ
が
、
国
の
重
要
文

化
財
指
定
名
称
は
、
１
が
「
紙
本
墨
書
楽
所
補
任
」、
２
～
５
及
び
該
本
『
舞
楽
手
記
』
が
「
紙
本
墨
書
楽
書
」
で
あ
る（
（（
（

。

　

該
本
の
春
日
社
に
お
け
る
登
録
番
号
は
「
書　

第
二
十
二
ノ
第
三
」。
表
紙
は
竪
三
二･

二
糎
、
横
一
九･

二
糎
の
金
色
牡
丹
唐
草
文
様
織
出

の
緞
子
表
紙
。
見
返
し
は
白
紙
に
金
の
揉
み
箔
を
散
ら
し
、
押
さ
え
竹
に
緑
青
色
の
平
打
紐
が
付
く
。
外
題
は
表
紙
左
端
上
部
の
題
簽
に
「
舞
楽

手
記
第
二

段
起
」
と
墨
書
。
題
簽
は
、
金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
鳥
の
子
紙
で
、
法
量
は
竪
九
・
一
×
横
二
・
一
糎
。
題
簽
右
側
に
登
録
番
号
を
記
し
た

副
題
簽
（
竪
四
・
九
×
横
二
・
九
糎
）
も
あ
る
。
な
お
、
題
簽
題
の
筆
跡
は
巻
末
の
紙
背
に
あ
る
明
治
三
十
年
の
修
補
奥
書
（
後
述
）
の
筆
跡
と

一
致
す
る
の
で
、
表
紙
、
題
簽
等
は
こ
の
時
の
修
補
に
よ
る
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
外
題
に
は
「
舞
楽
手
記
」
と
あ
る
が
、
内
題
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
外
題
が
そ
の
ま
ま
該
本
の
書
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
題
簽
が
明
治
期
の
修
補
な
ら
、
そ
の
書
名
も
明
治
の
修
補
で
付
け
ら
れ
た
仮
称

と
思
わ
れ
る
。

　

本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
紙
高
は
約
二
九･

五
糎
。
破
損
、
摩
損
が
か
な
り
あ
る
が
、
本
紙
は
間
剥
ぎ
し
て
表
裏
を
分
か
ち
、
間
に
別
紙
を
入
れ

て
張
り
合
わ
せ
て
あ
り
、
料
紙
の
天
地
は
別
紙
で
補
強
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
の
竪
の
法
量
は
約
三
二･

二
糎
で
あ
る
。
状
態
よ
り

見
る
に
、
該
本
は
鎌
倉
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
巻
末
の
紙
背
に
、「
明
治
三
十
年
十
二
月
修
補
之
／
官
幣
大
社
春
日
神
社
」
と
修
補
奥

書
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
春
日
神
／
社
之
印
」
の
方
形
朱
印
が
あ
る（
（（
（

　

本
文
（
紙
表
）
に
は
天
三
条
、
地
一
条
の
横
界
と
縦
界
と
が
引
か
れ
、
紙
の
継
ぎ
目
は
縦
界
が
重
な
る
よ
う
に
継
い
で
あ
る
。
縦
界
の
界
幅
は

各
二･

七
糎
。
横
界
の
界
幅
は
上
か
ら
一･

六
糎
、
一･

四
糎
、
二
一･

六
糎
で
あ
る
。
墨
付
は
十
六
紙
で
、
各
紙
の
長
さ
は
以
下
の
通
り
。
第
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第
四
紙-

第
五
紙
継
ぎ
目
部
分
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一
紙
四
一･

一
糎
、
第
二
紙
四
五･

六
糎
、
第
三
紙
四
二･

一
糎
、
第
四
紙
二
九･

六
糎
、
第
五
紙
三
三･

一
糎
、
第
六
紙
四
六･

二
糎
、
第
七

紙
一
六･

九
糎
、
第
八
紙
一･

一
糎
、
第
九
紙
三
八･

二
糎
、
第
十
紙
四
六･

四
糎
、
第
十
一
紙
八･

一
糎
、
第
十
二
紙
二
七･

四
糎
、
第
十
三

紙
七･
九
糎
、
第
十
四
紙
二･

五
糎
、
第
十
五
紙
四
一･

一
糎
、
第
十
六
紙
二
七･

五
糎
。

　

該
本
は
、
表
裏
両
面
に
記
事
を
有
し
、
本
文
（
紙
表
）
第
一
紙
か
ら
第
四
紙
ま
で
の
筆
跡
を
Ａ
と
す
る
と
、
そ
れ
以
降
は
Ｂ
で
、
二
人
に
よ
る

寄
合
書
き
で
あ
る
（
以
下
、
前
者
を
筆
者
Ａ
、
後
者
を
筆
者
Ｂ
と
呼
ぶ
）。
紙
背
の
記
事
も
、
第
一
紙
か
ら
第
四
紙
ま
で
は
Ａ
、
第
十
五
紙
か
ら

十
六
紙
は
Ｂ
で
あ
る
が
、
第
五
紙
か
ら
第
十
四
紙
紙
背
の
記
事
に
つ
い
て
は
別
筆
で
あ
る
。
な
お
、
詳
細
は
次
項
「
内
容
」
に
述
べ
る
。

　

ま
た
、
本
文
（
紙
表
）
と
紙
背
と
を
見
る
に
、
第
四
紙
端
、
第
五
紙
端
、
第
七
紙
末
、
第
八
紙
端
、
第
十
三
紙
末
、
第
十
五
紙
端
は
継
ぎ
目
で

文
字
が
欠
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
が
書
写
さ
れ
た
の
ち
に
、
い
づ
れ
か
の
時
期
に
料
紙
が
一
部
断
ち
落
と
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
、

内
容
に
も
欠
損
を
生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
に
つ
い
て
は
、
他
と
様
相
が
異
な
り
、
写
真
１
（
前

頁
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
は
、
縦
界
が
重
な
ら
ず
、
紙
の
継
ぎ
方
が
他
と
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
第
五
紙
冒
頭
行
の
末
尾
「
有
二
説
」
の

「
説
」
字
が
継
ぎ
目
で
切
れ
て
お
り
、
同
じ
第
五
紙
冒
頭
の
「
入
破
」
の
「
入
」
字
の
右
隣
の
行
に
も
文
字
が
あ
る
が
切
れ
て
判
読
で
き
な
い

（
写
真
○
で
囲
む
）。
し
た
が
っ
て
、
本
文
が
一
通
り
書
写
さ
れ
た
の
ち
に
第
五
紙
前
半
が
断
ち
落
と
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
が
、「
四
反
近

代
二
反
ナ
リ
」
と
あ
る
部
分
は
継
ぎ
目
の
上
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ち
ら
は
第
五
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
、
第
四
紙
と
継
が
れ
た

の
ち
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
「
四
反
近
代
二
反
ナ
リ
」
は
筆
跡
に
照
ら
し
て
第
五
紙
の
筆
者
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
第
五
紙
前
半

を
断
ち
落
と
し
、
第
四
紙
と
継
い
だ
の
は
、
こ
の
第
五
紙
の
筆
者
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
第
五
紙
前
半
部
分
の
断
ち
落
と
し
は
本
文

が
書
写
さ
れ
た
の
ち
、
い
づ
れ
か
の
時
期
に
第
五
紙
の
筆
者
自
身
が
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
こ
の
断
ち
落
と

し
は
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
、
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
、
断
ち
落
と
さ
れ
た
部
分
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
、
な
ど
が
課
題

に
な
る
。
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２
．
内
容

（
１
）
紙
表

　

該
本
に
は
、
料
紙
の
断
ち
落
と
し
に
よ
る
欠
損
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
断
ち
落
と
し
箇
所
を
内
容
と
重
ね
合
わ
せ
て
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

表
２　

春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
内
容
細
目　

※⌇

〰

は
料
紙
の
断
ち
落
と
し
跡
を
示
す

紙
表

紙
背

 　
　
　
　

第
二
段  

【
第
一
紙
】 
─
┐

 　
　
　
　

第
三
段
名
終
手
之       

│

 

囀                           　
　
　

Ａ

 　
　

第
一
段               　
　
　

者

 　
　

第
二
段               　
　
　

筆

 

嗔
序                 

【
第
三
紙
】       

│

 　
（
段
数
未
詳
）     

【
第
四
紙
】 

─
┘

 

入
破
第
二
帖        

【
第
五
紙
】 

─
┐

 　
　
　

半
帖                            

│

 

入
破
第
二
切
異
説                     

│

 　

二
帖
頭                           

Ｂ

 　
　

半
帖
頭                        

者

 （
入
様
）                              

筆

 　

入
綾
手                                

│

 　

勅
禄
手　
　

                        

│

 

破
第
二
切
半
帖
異
説
【
第
十
四
紙
】
┘

 

跋
（
末
尾
花
押
）  【
第
十
五
紙
】

 （
荒
序
記
録
）

（
１
）
保
安
三
年
三
月
三
十
日

 「
返
蜻
蛉
手
」   

─
─
─
─
─
─
─

─
┐

 「
一
説
北
向
阿
刀
胡
児
…
」             

│

 「
口
伝
云
崎
（
鬚
カ
）取
手
者
…
」 　
　
　

   

Ａ

 「
一
説 
東
向
天
合
掌
シ
テ
…
」           

│

  （
名
称
未
詳
の
舞
譜
）   

─
─
─

─
┘

「
入
破
半
帖
舞
例
」

　
　

八
帖　
　
　
　
　
　

  

─
─
─

─
┐

　
　

 

～                                     
│

　
　

一
帖                                   
│

 「
八
方
八
返
や
う
」       　

         

異
筆

　
　

八
帖                                   

│

　
　

 

〜                               　
　

│

　
　

二
帖　
　
　
　
　
　

  

─
─
─

─
┘

　

②
建
保
四
年
六
月
廿
七
日　

─
┐

　

①
建
暦
二
年
四
月
八
日           

Ｂ

 「
故
判
官
近
真
荒
序
舞
事
」     

─
┘
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（
２
）
天
治
元
年
正
月
廿
九
日     

│

（
３
）
同
二
年
正
月
十
八
日        

│

（
４
）
大
治
二
年
正
月
廿
日        

│

（
５
）
長
承
元
年
八
月
廿
二
日     

│

（
６
）
同
二
年
三
月
六
日            

│

（
７
）
同
二
年
三
月
七
日            

│

（
８
）
同
二
年
三
月
廿
六
日        

│

（
９
）
同
三
年
二
月
廿
日            

│

（
10
）
同
三
年
後
十
二
月
十
四
日 

│

（
11
）
保
延
二
年
正
月
廿
三
日     
│

（
12
）
同
二
年
二
月
九
日     　
　

 
│

　
　
　
　
　
　

  

 （
修
補
奥
書
）

 「
明
治
三
十
年
十
二
月
修
補
之
／

  
官
幣
大
社
春
日
神
社
」

　

こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
い
く
と
、
本
文
に
内
題
は
な
く
、
冒
頭
は
「
第
二
段
」
と
書
き
出
し
て
お
り
、
曲
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
端
は
欠

損
し
た
と
見
ら
れ
る
。
次
い
で
、「
第
三
段
」「
囀
」（
第
一
段･

第
二
段
）、「
嗔
序
」（
段
数
未
詳
）
と
題
す
る
舞
譜
が
続
き
、「
入
破
」、「
入
綾

手
」、「
勅
禄
手
」、「
破
第
二
切
半
帖
異
説
」
に
至
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
先
行
研
究
で
は
、
本
書
は
「
陵
王
荒
序
」
の
舞
譜
と
荒
序
の
記
録

だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
鎌
倉
時
代
に
成
っ
た
『
教
訓
抄
』
巻
一
「
羅
陵
王
」
条
よ
り
、
同
曲
の
構
成
を
確
認
す
る
と
、

　
　

羅
陵
王　
　

別
装
束
舞　

通
大
曲　

古
楽

　
　

乱
序
一
帖　

囀
二
度　
　

嗔
序
一
帖　

　
　

荒
序
八
帖　

入
破
二
帖

（
（（
（

拍
子
各

十
六

そ
の
構
成
は
、
乱
序
、
囀
、
嗔
序
、
荒
序
、
入
破
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
に
は
、
こ
の
う
ち
「
囀
」「
嗔
序
」「
入
破
」
が
見
え
る
か
ら
陵

王
の
舞
譜
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、「
囀
」
の
前
に
あ
る
「
第
二
段
」「
第
三
段
」
と
い
う
の
は
、
構
成
か
ら
推
す
と
「
乱
序
」
の
一
部
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
冒
頭
が
欠
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
乱
序
」
部
分
の
前
半
が
欠
け
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
残
る
「
荒
序
」
に
つ
い
て
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は
見
当
た
ら
な
い
。
因
み
に
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
該
本
の
写
し
と
い
わ
れ
る
内
閣
文
庫
本
に
も
「
荒
序
」
は
見
え
な
い
。
前
述
福
島
氏
の

解
題
で
は
、
本
書
の
紙
表
を
「
陵
王
荒
序
舞
譜
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、「
荒
序
」
を
除
く
「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
前
項
１
で
第
四
紙
と
第
五
紙
の
間
に
、
削
除
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、「
羅
陵
王
」
の
構
成
か
ら
見
る
と
、
そ
こ
に

入
る
の
は
「
荒
序
」
だ
ろ
う
か
。
前
掲
表
２
を
見
る
と
、
第
四
紙
は
「
嗔
序
」
で
、
第
五
紙
が
「
入
破
」
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
『
教
訓
抄
』
に
よ

れ
ば
、
そ
の
間
に
入
る
の
は
「
荒
序
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
断
ち
落
と
さ
れ
た
の
は
「
荒
序
」
な
の
で
は
な
い
か
。
中
原
氏

は
、『
手
記
』
に
「
荒
序
」
が
見
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　

今
の
と
こ
ろ
、『
舞
楽
手
記
』
に
〈
荒
序
〉
が
見
え
な
い
理
由
に
関
し
て
は
、
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。�（
前
掲
論
文
、
七
三
頁
上
段
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
該
本
の
継
ぎ
目
の
状
態
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
筆
者
に
よ
っ
て
断
ち
落
と
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
荒

序
」
が
見
え
な
い
の
は
、
意
図
的
に
削
ら
れ
た
た
め
で
、
も
と
は
そ
こ
に
「
荒
序
」
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
第

四
紙
と
第
五
紙
の
間
に
は
も
っ
と
多
く
の
紙
面
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
削
ら
れ
た
の
は
第
五
紙
の
前
半
部
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
で
き

る
。
で
は
、
な
ぜ
「
荒
序
」
が
落
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
が
、
跋
文
に
「
荒
序
」
は
伝
授
で
き
な
い
旨
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
ゆ
え
に
削
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
述
べ

る
。

　

話
を
戻
す
と
、
巻
末
に
は
本
文
と
同
筆
（
筆
者
Ｂ
）
の
跋
文
が
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
本
書
執
筆
の
動
機
、
成
立
の
背
景
等
に
触
れ
て
お
り
、

末
尾
に
は
真
筆
と
見
ら
れ
る
花
押
も
あ
る
（
左
写
真
２
参
照
）
か
ら
、
原
本
か
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
原
氏
は
該
本
に
つ
い
て
、「『
舞
楽

手
記
』
は
巻
子
本
一
軸
、
鎌
倉
期
写
」（
前
掲
論
文
、
六
七
頁
上
段
）
と
書
い
て
お
り
、
該
本
は
写
本
で
あ
る
と
し
、
原
本
だ
と
は
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
跋
文
の
解
釈
に
つ
い
て
も
筆
者
の
見
解
と
は
異
な
る
部
分
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
は
別
に
検
討
す
る
。

　

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
跋
文
に
年
紀
が
な
い
か
ら
明
確
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
正
月
に
狛
近
真
が
病
没

し
、
彼
の
息
子
た
ち
の
将
来
を
憂
う
く
だ
り
が
見
え
る
か
ら
、
同
年
正
月
以
降
の
成
立
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
も
本
書
の
内
容
と
関
わ
る
か
ら
、
詳
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し
く
は
別
に
述
べ
る
。

　

跋
文
が
終
わ
る
と
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
三
月
三
十
日
条
か
ら
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
二
月
九
日
条
に
至
る
陵
王
荒
序
の
演
奏
記
録
が

春
日
大
社
本
跋
文
の
花
押
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記
さ
れ
る
。

（
２
）
紙
背

　

本
書
に
は
紙
背
に
も
記
事
が
見
え
る
が
、
中
原
論
文
で
は
、「
紙
背
を
の
ぞ
い
た
表
書
の
部
分
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
」（
六
九
頁
上
段
）

と
し
て
、
紙
背
を
考
察
の
対
象
外
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
よ
い
か
。
前
掲
福
島
氏
の
解
題
で
は
、
該
本

に
「
欠
脱
・
錯
簡
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
同
氏
の
「
春
日
楽
書
三
本
対
照
表
」（
前
掲
表
１
）
で
は
、
紙
背
に
「
錯
簡
ア
リ
」
と
あ

る
か
ら
、
内
容
を
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
巻
子
本
で
は
紙
表
は
巻
首
か
ら
巻
末
へ
向
か
っ
て
記
事
が
進
む
が
、
紙
背
で
は
そ
の
逆

に
な
る
か
ら
、
前
掲
表
２
に
従
い
、
巻
末
か
ら
記
事
を
追
っ
て
み
る
。
す
る
と
、
次
の
記
事
が
見
出
せ
る
。

　
　
（
一
）
明
治
三
十
年
の
修
補
奥
書
（
詳
細
は
既
述
）

　
　
（
二
）�「
故
判
官
近
真
荒
序
舞
事
」
と
題
す
る
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
四
月
八
日
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
六
月
二
十
七
日
の
記
録
。
標

題
に
あ
る
と
お
り
、
近
真
が
陵
王
荒
序
を
舞
っ
た
折
の
記
録
。
近
真
は
狛
近
真
で
あ
ろ
う
。
筆
は
筆
者
Ｂ
。

　
　
（
三
）「
二
帖
」
か
ら
「
八
帖
」
に
至
る
舞
譜
。
筆
跡
は
筆
者
Ａ･

Ｂ
と
は
別
筆
。

　
　
（
四
）「
八
方
八
返
やう
」
の
「
一
帖
」
か
ら
「
八
帖
」
に
至
る
舞
譜
。
筆
者
Ａ･

Ｂ
と
は
別
筆
。

　
　
（
五
）「
入
破
半
帖
舞
例
」
と
題
す
る
記
録
。
筆
者
は
Ｂ
。

　
　
（
六
）
名
称
不
詳
の
舞
譜
。（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
陵
王
荒
序
』
に
よ
る
と
、「
囀
三
度
舞
様
」）
筆
者
Ａ
。

　
　
（
七
）「
一
説　

東
向
天

　

合
掌
シテ
…
…
（
後
略
）」
と
起
筆
す
る
舞
譜
。
筆
者
Ａ
。

　
　
（
八
）「
口
伝
云
崎
（
鬚
カ
）取

手
者
…
…
（
後
略
）」
と
始
め
る
口
伝
。
筆
者
Ａ
。

　
　
（
九
）「
一
説
北
向
阿
刀
胡
児
…
…
」
と
始
め
る
詠
、
囀
の
類
の
譜
。
筆
者
は
Ａ
。

　
　
（
十
）「
返
蜻
蛉
手
」
と
題
す
る
舞
譜
。
筆
者
Ａ
。
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大
別
十
条
か
ら
な
る
が
、
前
掲
表
１
に
引
い
た
福
島
氏
の
対
照
表
で
は
、
紙
背
に
つ
い
て
、

　
　
（
紙
背
）

　
　

二
四
八
説　

光
則
（
首
欠
、
二
帖
ヨ
リ
残
存
。
尾
入
綾
以
下
欠
）
錯
簡
ア
リ

　
　
〔
荒
序
舞
譜
〕　
　

八
方
八
返
様

　
　

返
蜻
蛉
手
ア
リ
（
十
二
冊
本
・
廿
二
冊
本
欠
）

と
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、「
八
方
八
返
様
」
と
い
う
の
は
、（
四
）
で
あ
ろ
う
し
、「
返
蜻
蛉
手
」
と
い
う
の
は
（
十
）
だ
と
わ
か
る
。
で

は
、「
二
四
八
説　

光
則
」
と
い
う
の
は
、
ど
れ
か
。「
二
帖
ヨ
リ
残
存
」
と
あ
る
か
ら
、（
三
）
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
本
文
に
は
曲
名
の
記
載

が
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
の
舞
譜
で
あ
る
の
か
、
わ
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
再
び
『
教
訓
抄
』
巻
第
一
「
羅
陵
王
」
条
に
よ
る
と
、

　
　

荒
ク
ワ
ウ
シ
ヨ序

／
有
八
帖
拍
子
八
。
此
鼓
如
乱
声
打
之
。
有
二
説
二
四
八
説　

八
方
八
返
様
。
（
（（
（

と
あ
る
か
ら
、
荒
序
は
八
帖
か
ら
な
り
、「
二
四
八
説
」
と
「
八
方
八
返
様
」
と
二
説
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、（
四
）
の
記
事
に
つ

い
て
は
「
八
方
八
返
や
う
」
と
あ
る
か
ら
、
荒
序
の
一
説
「
八
方
八
返
様
」
で
あ
る
。（
三
）
に
つ
い
て
も
二
帖
か
ら
八
帖
ま
で
あ
り
、「
八
方
八

返
様
」
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
荒
序
の
一
説
「
二
四
八
説
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
所

蔵
す
る
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
い
わ
れ
る
羅
陵
王
の
舞
譜
『
陵
王
荒
序
』（
伏
見
宮
家
旧
蔵
（
（（
（

）
を
参
照
す
る
と
、
こ
ち
ら
に
は
、「
荒
序
」
は
「
二

四
八
説
」
と
「
八
方
八
返
様
」
の
二
説
を
載
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
手
記
』
の
本
文
と
『
陵
王
荒
序
』
の
本
文
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
ど

う
か
。
全
文
を
対
照
さ
せ
る
紙
幅
は
な
い
が
、『
手
記
』
紙
背
（
三
）
記
事
の
「
二
帖
」
と
、『
陵
王
荒
序
』
の
「
荒
序
二
四
八
説
」
の
「
二
帖
」

と
を
次
に
対
照
さ
せ
て
み
る
。
な
お
、
手
は
『
舞
楽
手
記
』、
陵
は
『
陵
王
荒
序
』
を
示
し
、
●
は
該
当
す
る
文
字
の
な
い
こ
と
を
示
す
。
ま

た
、
■
は
印
字
不
能
の
文
字
（
（（
（

。

　
　

手　

南
向
天
左右
腰
突
□
□右
■
乙
打
右
足
懸
右
肩
右
足
躍

足
引
上
□
●
●

　
　

陵　

南
向
天
左右
腰
突
天
左右
■
乙
打
右
足
懸
右
肩
右
足
躍

足
引
上
懸
左
肩

　
　

手　

左
同 

各
二
度
左右
■
乙
違
天
懸
右左
□
天

跂
天
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陵　
右
足
躍

足
引
上
各
二
度
左右
■
乙
違
天
懸
右左
□
天

跂
天

　
　

手　

北
向
天
右
披
天
覆
乙
打
天
下
上
瞰
向

　
　

陵　

北
向
天
右
披
天
覆
乙
打
天
下
上
瞰
●

　

小
異
あ
る
が
、
同
内
容
で
あ
る
か
ら
、『
手
記
』（
三
）
の
記
事
は
、
確
か
に
「
荒
序
」
の
「
二
四
八
説
」
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
氏
が
こ
こ
に
「
錯
簡
ア
リ
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
点
は
ど
う
か
。（
三
）
の
記
事
と
紙
継
ぎ
の
現
状
を
左
に
図
示
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

※
料
紙
断
ち
落
と
し　

… 

　

二
帖

【
第
十
三
紙
】

　

三
帖

【
第
十
二
紙
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

四
帖

【
第
十
一
紙
】

※
継
ぎ
目
に
文
字
乗
る 

…

　

五
帖

【
第
十
紙
】

※
継
ぎ
目
に
文
字
乗
る 

…

　

六
帖
四
帖
舞
也

　

七
帖

　

八
帖

【
第
九
紙
】

※
継
ぎ
目
に
文
字
乗
る 

…

八
方
八
返
や
う

　

一
切

　

原
本
の
写
真
を
掲
出
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
継
ぎ
目
部
分
が
鮮
明
で
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
図
示
し
た
が
、（
三
）
の
記
事
は
「
二
帖
」
か
ら
始
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ま
り
、「
三
帖
」、「
四
帖
」、「
五
帖
」、「
六
帖
」、「
七
帖
」、「
八
帖
」
と
続
い
て
お
り
、
順
序
は
正
し
い
。
ま
た
、
第
十
三
紙
と
第
十
二
紙
の
継

ぎ
目
を
除
き
、
各
紙
の
継
ぎ
目
は
、
継
ぎ
目
の
上
に
文
字
が
乗
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
紙
継
ぎ
の
順
序
は
正
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
錯
簡

は
な
い
と
い
え
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
こ
に
錯
簡
が
あ
る
な
ら
、
紙
表
に
も
錯
簡
が
生
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
荒
序
譜
で
あ
る
（
三
）（
四
）
の
記
事
は
、
筆
者
Ａ
・
Ｂ
と
筆
跡
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
人
の
筆
な
の
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
筆
者
Ａ･

Ｂ
と
と
も
に
、
第
三
人
目
の
筆
者
が
参
加
し
て
書
い
た
も
の
な
の
か
、
後
年
誰
か
が
書
き
加
え
た
も
の
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
前
者
な
ら
ば
秘
曲
と
さ
れ
る
「
荒
序
」
の
み
を
紙
背
に
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
紙
表
が
界
線
を
引
き
、
整
然
と
書

い
て
い
る
の
に
対
し
、
紙
背
の
「
界
線
も
な
い
か
ら
文
字
の
並
び
も
乱
れ
、
誤
記
も
少
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
見
る
と
、
紙
表
の
本
文
と
と
も

に
書
か
れ
た
と
解
す
る
よ
り
後
人
が
書
き
加
え
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
筆
者
Ｂ
に
よ
っ
て
紙
表
の
荒
序
が
削
ら
れ
た
の
な

ら
、
筆
者
Ａ
・
Ｂ
と
と
も
に
第
三
人
目
の
筆
者
が
参
加
し
て
書
い
た
も
の
と
考
え
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
む
し
ろ
、
荒
序
が
削
ら
れ
て
い
た
か

ら
、
後
人
が
裏
に
そ
れ
を
書
き
加
え
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
福
島
氏
の
対
照
表
に
言
及
の
な
い
（
二
）・（
五
）
～
（
九
）
の
記
事
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
筆
者
Ａ
、
Ｂ
に

よ
る
記
事
で
あ
る
が
、
同
氏
は
前
掲
表
１
で
、「
裏
書
ア
リ
」
と
、
裏
書
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
裏
書
だ
ろ
う

か
。（
五
）「
入
破
半
帖
舞
例
」
が
記
さ
れ
た
位
置
を
前
掲
表
２
で
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
紙
表
の
「
入
破
第
二
帖
」
の
裏
に
記
さ
れ
て
お

り
、「
入
破
」
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
裏
書
だ
ろ
う
か
。
筆
跡
も
紙
表
の
筆
者
Ｂ
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、（
九
）
の
詠
、
囀
体
の
譜
も
、
書
か
れ
た
場
所
を
前
掲
表
２
で
見
て
み
る
と
、
紙
表
の
「
囀
」
の
裏
に
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
同
じ
囀
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
も
裏
書
か
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
跡
も
そ
の
部
分
の
紙
表
の
筆
者
と
同
じ
筆
者
Ａ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
紙
背
の
記
事
の
う
ち
、
筆
者
Ａ
と
Ｂ
に
よ
る
も
の
は
、
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
紙
表
の
本
文
に
対
す
る
裏
書
と
見
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

紙
背
を
通
観
し
て
み
る
と
、
後
人
の
も
の
と
見
ら
れ
る
荒
序
の
譜
も
あ
る
が
、
紙
表
の
筆
者
と
同
筆
の
、
裏
書
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
原
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氏
は
紙
背
の
記
事
を
考
察
の
対
象
外
に
し
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
裏
書
に
つ
い
て
は
本
文
と
一
体
の
も
の
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

『
手
記
』
の
内
容
、
編
者
、
成
立
等
の
問
題
を
論
じ
る
場
合
に
は
看
過
は
で
き
な
い
と
い
え
る
。

３
．
ま
と
め

　

春
日
大
社
蔵
本
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
発
見
が
あ
り
、
か
つ
は
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
箇
条
書
き
に
し
て
み
る

と
、

　
　
（
一
）
本
書
の
紙
表
は
こ
れ
ま
で
「
陵
王
荒
序
舞
譜
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、「
荒
序
」
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
。

　
　
（
二
）�

筆
者
に
よ
り
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
こ
に
該
当
す
る
の
は
「
荒
序
」
か
と
思
わ
れ
る

こ
と
。

　
　
（
三
）（
二
）
の
ほ
か
に
も
料
紙
の
断
ち
落
と
し
に
よ
る
欠
損
が
あ
る
こ
と
。

　
　
（
四
）�

本
書
は
こ
れ
ま
で
現
存
諸
本
の
「
祖
本
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
奥
書
の
内
容
と
真
筆
の
花
押
か
ら
、
原
本
で
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る

こ
と
。

　
　
（
五
）
紙
背
に
は
本
文
と
筆
跡
の
異
な
る
「
荒
序
」
譜
が
あ
る
が
、
後
人
の
加
筆
と
見
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
（
六
）
紙
背
に
は
本
文
と
同
筆
の
記
事
も
あ
り
、
そ
れ
は
裏
書
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
紙
背
も
看
過
で
き
な
い
こ
と
。

な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、（
四
）
の
現
存
諸
本
の
祖
本
か
否
か
は
後
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
原
本
を
断
じ
て
よ
い
か
は
、
跋
文
も
検
証
し
て

み
な
け
れ
ば
断
言
は
で
き
な
い
か
ら
、
別
に
述
べ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
春
日
大
社
蔵
本
は
原
本
か
と
も
想
像
す
る
鎌
倉
期
の
本
で
あ
る
が
、
欠
損
が
あ
り
、
原
態
を
と
ど
め
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
他
の
伝
本
で
は
ど
う
か
。
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四
、
諸
本
に
つ
い
て

　

前
掲
表
１
に
よ
れ
ば
、
春
日
本
の
紙
表
と
紙
背
と
で
は
対
応
す
る
諸
本
が
異
な
る
か
ら
、
ま
ず
紙
表
に
対
応
す
る
諸
本
か
ら
見
て
み
る
。
な

お
、
春
日
本
を
除
く
諸
本
に
つ
い
て
は
、
中
原
論
文
に
も
解
題
が
あ
り
、
重
複
す
る
部
分
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
調
査
結

果
を
記
し
て
み
る
。

１
．
紙
表
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
諸
本

（
１
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　

内
閣
文
庫
に
所
蔵
す
る
「
楽
書
部
類
」
二
十
二
冊
の
う
ち
第
十
冊
に
あ
た
る
。
配
架
函
番
号
は
「
特
一
〇
二･

乙･

七
」。
一
冊
の
袋
綴
冊
子

本
で
、
法
量
は
約
二
八･

七
×
二
九･

五
糎
の
特
大
本
で
あ
る
。
表
紙
は
水
瓶
色
牡
丹
唐
草
文
様
。
外
題
は
表
紙
左
端
上
部
に
墨
で
「
荒
序
譜
」

と
打
付
書
き
に
し
、
表
紙
右
下
に
「
楽
書
部
類
」、
角
近
く
に
「
共
廿
二
」
と
朱
書
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。
巻
首
に
「
秘
閣
／
図
書
／
之

章
」（
丙
種
）
の
朱
印
が
あ
り
、
こ
れ
が
紅
葉
山
文
庫
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

内
容
を
検
す
る
に
、
内
題
は
な
く
、
本
文
の
書
写
は
一
筆
で
あ
る
が
、
朱
校
（
ミ
セ
ケ
チ
、
校
勘
等
）
は
別
筆
で
あ
る
。
墨
付
は
十
四
丁
。

　

該
本
に
奥
書
は
な
い
が
、「
楽
書
部
類
」
の
最
終
第
二
十
二
冊
巻
末
、
第
二
十
六
丁
表
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

　
　

楽
書
二
十
二
巻
古
来
秘
伝

　
　

也
蔵
在
南
都
興
福
寺
不
妄

　
　

示
人
今
度
新
写
一
部
如
正

　
　

本
令
校
合
所
納

　
　

江
戸
御
文
庫
也
」（
改
丁
）
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寛
文
六
年
正
月

こ
れ
に
よ
り
、
該
本
を
含
む
「
楽
書
部
類
」
二
十
二
冊
が
、
興
福
寺
に
所
蔵
す
る
と
い
う
二
十
二
巻
の
楽
書
を
写
し
た
も
の
で
、
寛
文
六
年
（
一

六
六
六
）
正
月
に
江
戸
の
紅
葉
山
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
何
に
よ
る
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
「
校
合

せ
し
め
…
…
」
と
あ
る
か
ら
、
校
本
を
用
い
て
校
合
し
て
い
る
。
内
閣
本
に
散
見
す
る
朱
校
（
前
述
）
が
そ
れ
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
該
本
を
春
日
本
と
比
較
す
る
と
、
ど
う
か
。
詳
し
く
は
後
で
検
討
す
る
が
、
概
要
だ
け
を
述
べ
る
と
、
両
者
は
同
内
容
で
、
行
取
り
も

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
春
日
本
で
料
紙
が
破
損
し
、
文
字
の
不
鮮
明
な
箇
所
が
該
本
で
は
空
白
、
な
い
し
は
欠
字
を
示
す
「
ー
」
と
な
っ
て
お

り
、
跋
文
の
花
押
は
春
日
の
そ
れ
が
真
筆
で
あ
る
の
に
対
し
、
該
本
の
そ
れ
は
写
し
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
該
本
は
春
日
本
の
写
し
の
系
統

で
、
春
日
を
親
本
、
な
い
し
は
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
該
本
に
存
し
、
春
日
本
に
欠
く
記
事
も
あ
り
、
該
本
に
は
「
嗔
序
」
の
「
第
一
段
」
が
あ
る
が
、
春
日
本
に
は
見
え
ず
、
跋
文
は
、

該
本
に
三
つ
あ
る
が
、
春
日
に
は
一
つ
し
か
見
え
な
い
。
い
ま
、
該
本
の
三
つ
の
跋
文
に
①
②
③
と
番
号
を
付
す
と
、
春
日
の
そ
れ
は
③
の
み
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
冒
頭
に
つ
い
て
も
、
春
日
は
「
第
二
段
」
か
ら
始
ま
る
が
、
該
本
は
そ
の
前
に
「
第
三
段
」「
第
六
段
号
少
膝

巻
初
段
」
と
題
す
る

記
事
が
あ
る
。
冒
頭
は
虫
損
、
破
損
等
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、「
嗔
序
」
の
「
第
一
段
」
や
跋
文
①
②
に
つ
い
て
は

見
え
な
い
理
由
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
第
五
章
で
検
討
す
る
。

（
２
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田
安
徳
川
家
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　

田
安
徳
川
家
所
蔵
。「
二
十
二
部
楽
書
」
と
呼
ば
れ
る
二
十
二
冊
の
楽
書
の
う
ち
の
第
十
七
冊
に
あ
た
る
。「
二
十
二
部
楽
書
」
は
、
内
閣
文
庫

所
蔵
の
「
楽
書
部
類
」
二
十
二
冊
と
同
内
容
な
の
で
あ
る
が
、
該
本
を
含
む
「
二
十
二
部
楽
書
」
に
つ
い
て
は
、
岸
辺
成
雄
ら
に
よ
る
「
田
安
徳

川
家
蔵
楽
書
目
録
─
─
そ
の
資
料
的
意
義
─
─
（
（（
（

」
に
解
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
　

�『
田
藩
事
実
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
四
月
二
十
九
日
に
宗
武
が
江
戸
城
本
丸
よ
り
借
り
出
し
た
書
物
の
中
に
「
楽
書
二
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十
二
冊
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

（
同
解
題
、
五
三
頁
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
該
本
は
前
項
の
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
の
内
閣
文
庫
本
を
写
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
、
そ
れ
な
ら
享
保
十
九
年

頃
の
写
し
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

該
本
は
一
冊
の
袋
綴
冊
子
本
で
、
表
紙
は
無
地
の
素
表
紙
。
法
量
は
三
〇･

二
×
二
一･

五
糎
。
外
題
は
一
九･

〇
×
四･

一
糎
の
題
簽
に

「
荒
序
譜　

共
二
冊
」
と
書
く
。「
共
二
冊
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
田
安
家
蔵
の
『
荒
序
譜
（
一
）』
と
揃
い
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
該
本
の
親
本
に
あ
た
る
内
閣
文
庫
本
の
外
題
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
か
ら
、
書
写
者
の
判
断
で

記
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
表
紙
右
肩
に
「
楽
書
」
と
墨
で
打
付
書
き
に
す
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
書
写
は
一
筆
。
内
題
は
な
く
、
第

一
丁
表
に
「
田
安
／
府
芸
／
台
印
」
の
方
型
朱
印
が
あ
る
。
墨
付
は
十
四
丁
。
内
閣
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
、
行
取
り
が
同
じ
で
、
字
句
の
異
同

も
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
既
述
の
と
お
り
こ
れ
の
写
し
と
見
て
よ
い
。

（
３
）
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

　

伊
達
家
旧
蔵
。「
楽
書
」
と
い
う
書
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
二
十
冊
の
う
ち
の
、
第
十
七
冊
に
あ
た
る
。
こ
の
「
楽
書
」
二
十
冊
は
、
前
項

（
１
）（
２
）
に
述
べ
た
「
二
十
二
部
楽
書
」
と
構
成
が
同
じ
で
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
江
戸
の
紅
葉
山
文
庫
に
納
め
た
由
の
奥
書
（
前

掲
）
を
有
す
。
が
、
こ
ち
ら
は
二
十
二
冊
の
う
ち
二
冊
を
欠
き
、
現
存
は
二
十
冊
で
あ
る
。

　

該
本
は
一
冊
の
袋
綴
冊
子
本
。
配
架
函
番
号
は
「
伊
七
六
一
─
二
・
三
・
二
〇･

一
」。
表
紙
は
群
青
色
の
無
地
表
紙
で
、
法
量
は
竪
二
九･

五
×
横
二
一･

〇
糎
。
外
題
は
竪
一
八･

三
×
横
三･

一
糎
の
題
簽
に
、「
楽
書
」
と
墨
書
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
書
写
は
一
筆
。
巻
首
に

「
伊
達
文
庫
／
宮
城
県
／
図
書
館
」、「
伊
達
伯
／
観
瀾
閣
／
図
書
印
」
の
朱
印
が
あ
る
。
墨
付
は
十
四
丁
。
前
項
（
１
）
の
内
閣
文
庫
本
、（
２
）

田
安
家
本
と
は
行
取
り
が
同
じ
で
、
字
句
の
異
同
も
小
異
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ち
ら
も
前
項
（
２
）
の
田
安
家
本
同
様
、
前
項
（
１
）
の
内
閣
文

庫
本
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
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２
．
紙
背
に
対
応
す
る
と
い
わ
れ
る
諸
本

（
１
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
及
び
『
舞
曲
譜
（
一
）』

　

い
ず
れ
も
、
前
項
１
の
（
１
）
の
「
楽
書
部
類
」
二
十
二
冊
に
含
ま
れ
、
装
丁
、
配
架
函
番
号
は
同
じ
。

　
『
荒
序
譜
（
一
）』。
墨
付
七
丁
。
内
容
は
次
章
で
春
日
本
紙
背
と
対
照
さ
せ
て
示
す
が
、
概
略
を
述
べ
る
と
、「
荒
序
二
四
八
説
狛
光
則
」、「
一
帖
八

方
八
返
様
狛
光
則
」、「
入
綾
手
」、「
勅
禄
手
」
と
題
す
る
舞
譜
と
、「
囀
調
」（「
囀
詞
」
の
誤
り
か
）
と
題
す
る
囀
の
詞
章
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
「
荒

序
二
四
八
説

狛
光
則

」、「
一
帖
八
方
八
返

様
狛
光
則
」
は
、
荒
序
の
「
二
四
八
説
」
と
「
八
方
八
返
様
」
で
、
春
日
本
紙
背
に
も
見
え
る
も
の
に
近
い
。「
入
綾
手
」、「
勅

禄
手
」
に
つ
い
て
は
、
春
日
本
紙
背
に
見
当
た
ら
な
い
。

　
『
舞
曲
譜
（
一
）』。
墨
付
十
八
丁
。
こ
ち
ら
も
内
容
は
次
章
で
春
日
本
紙
背
と
対
照
さ
せ
て
示
す
が
、
概
略
を
述
べ
れ
ば
、「
右
伏
肘
」「
諸
去

肘
」
な
ど
、
舞
の
動
作
の
訓
み
と
そ
の
動
作
の
詳
細
、「
舞
曲
体
背
事
」･

「
舞
出
心
事
」
と
題
す
る
口
伝
な
ど
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
も

春
日
本
紙
背
に
は
見
え
な
い
。

（
２
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田
安
徳
川
家
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
及
び
『
舞
曲
譜
（
一
）』

　

前
項
１
の
（
２
）
同
様
、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
及
び
『
舞
曲
譜
（
一
）』
の
転
写
本
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

（
３
）
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
及
び
『
舞
曲
譜
（
一
）』

　

前
項
１
の
（
２
）
同
様
、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
及
び
『
舞
曲
譜
（
一
）』
の
転
写
本
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
省
略
。

（
４
）
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
窪
家
旧
蔵
『
舞
譜
』
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同
研
究
所
に
所
蔵
す
る
窪
家
旧
蔵
の
「
春
日
楽
書
」
の
う
ち
。
福
島
和
夫
氏
に
解
題
が
あ
り（
（（
（

、
書
名
は
同
氏
に
よ
る
仮
称
。
ま
た
、
筆
者
も

「
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
史
料
目
録　

雅
楽
関
係
史
料
目
録
稿
」
に
書
誌
を
書
い
た（
（（
（

が
、
改
め
て
記
し
て
お
く
。

　

該
本
は
一
冊
の
仮
綴
冊
子
本
。
書
背
は
糊
付
け
し
て
背
張
り
す
る
。
表
紙
は
本
紙
共
紙
で
、
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
法
量
は
竪
二
八･

二
×
横
二

〇･

一
糎
。
外
題
は
な
い
が
、
表
紙
右
肩
に
小
字
で
、「
央
宮
楽 

春
庭
楽 

裹
頭
楽
／
甘
州 

五
常
楽 

喜
春
楽
／
感
城
楽 

傾
杯
楽 

賀
王
／
秦
王 

三

台
塩 

万
歳
楽
／
同
曲 
荒
序
」
と
打
付
書
き
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
が
目
録
か
と
想
像
す
る
が
、
そ
の
点
は
別
の
機
会
に
検
討

す
る
。
ま
た
、
表
紙
中
央
に
「
永
暦
元
年
ヨ
リ
永
万
元
迄
名
寄
ノ
巻
物
有
之
」
と
あ
り
、
表
紙
右
端
に
は
「
六
月
十
二
日
交
合
」
と
も
あ
る
。
い

ず
れ
も
本
文
と
同
筆
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
何
を
意
味
す
る
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
該
本
を
含
む
窪
家
旧
蔵
「
春
日
楽
書
」
に
か
か

わ
る
注
記
だ
ろ
う
か
。
内
題
は
な
く
、
原
題
は
未
詳
。
奥
書
は
な
く
、
書
写
年
、
書
写
者
等
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
窪
家
旧
蔵

の
『
補
任
』（『
楽
所
補
任
』
下
巻
）
一
冊
の
奥
書
に
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
六
月
の
窪
光
逸
（
一
六
一
五
～
七
七
）
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、

本
書
と
装
丁
、
書
型
、
料
紙
、
筆
跡
等
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
逸
が
同
じ
頃
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

該
本
の
内
容
と
他
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
右
の
福
島
氏
の
解
題
に
対
照
表
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
引
く
。

表
３　

福
島
氏
『
舞
譜
』
三
本
対
照
表
よ
り

十
二
冊
本
（
※
窪
家
旧
蔵
本
）

春
日
本

廿
二
部
楽
書
（
内
閣
本
）

イ

１
オ
～
３
オ　

央
宮
楽
・
春
庭
楽

欠

17
懐
中
略
譜
三
途
中
よ
り

ロ

３
ウ
～
９
ウ　

裹
頭
楽
・
甘
州
・
五
常
楽

欠

16　
（
同
）
二
途
中
よ
り

ハ

９
ウ
～
15
オ　

喜
春
楽
～
感
城
楽

欠

17　
（
同
）
三
途
中
ま
で

ニ

15
ウ
～
21
ウ　

傾
杯
楽
・
賀
王
・
秦
王

欠

４
掌
中
要
録
三
途
中

ホ

21
ウ
～
26
オ　

三
台
・
万
歳
楽

欠

16
懐
中
略
譜
二
途
中
ま
で

ヘ

26
ウ
～
31
ウ　

荒
序
（
※
以
上
舞
譜
）

（
舞
楽
手
記

紙
背
舞
譜
）

９
荒
序
譜
一

ト

32
オ
～
41
ウ　
（
舞
譜
案
譜
法
他
）

欠

19
舞
曲
譜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
氏
解
題
、
一
八
頁
。
※
は
筆
者
注
）
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内
容
は
上
段
に
示
す
と
お
り
、
舞
譜
集
成
と
い
っ
た
体
で
あ
り
、
春
日
本
『
舞
楽
手
記
』
に
対
応
す
る
の
は
「
荒
序
」
部
分
の
み
か
と
解
さ
れ

る
が
、
さ
ら
に
氏
は
同
解
題
に
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

本
書
に
は
春
日
本
・
二
十
二
部
楽
書
に
欠
落
し
て
い
る
箇
処
も
一
・
二
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ま
た
（
へ
）『
舞
楽
手
記
』（
廿
二
部
『
荒
序

記※

』
一
）
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
出
入
が
は
げ
し
い
。
明
治
三
十
年
の
修
補
の
際
の
乱
丁
・
落
丁
が
相
当
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に

云
え
ば
『
二
十
二
部
楽
書
』
書
写
時
に
お
い
て
、
す
で
に
か
な
り
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
筆
者
注
、
※
「
記
」
は
「
譜
」
の
誤
り
か
。
同
解
題
一
八
頁
）

　

因
み
に
、
こ
こ
に
い
う
「
春
日
本
」
は
春
日
大
社
所
蔵
の
「
春
日
楽
書
」
七
巻
の
こ
と
で
あ
り
、「
二
十
二
部
楽
書
」
は
、
内
閣
文
庫
蔵
「
楽

書
部
類
」（
二
十
二
冊
）・
田
安
徳
川
家
蔵
「
二
十
二
部
楽
書
」
の
こ
と
を
い
う
（
ほ
か
に
伊
達
文
庫
蔵
「
楽
書
」
二
十
冊
〈
二
冊
欠
〉
が
あ
る
）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
該
本
に
は
存
す
る
が
、「
春
日
本
」･

「
二
十
二
部
楽
書
」
に
欠
け
る
記
事
が
多
く
、
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
は
「
極
め
て
出
入

が
は
げ
し
い
」
と
あ
っ
て
、
つ
ま
り
春
日
大
社
所
蔵
の
「
春
日
楽
書
」（
七
巻
）
中
に
現
存
す
る
の
は
（
へ
）
の
部
分
の
み
で
、
他
の
（
イ
）
～

（
ホ
）、
及
び
（
ト
）
は
、
明
治
三
十
年
の
修
補
の
際
に
「
乱
丁
」
な
い
し
は
「
落
丁
」
し
て
欠
け
た
も
の
も
あ
る
と
推
察
し
て
お
ら
れ
る
。
本
稿

で
問
題
に
し
て
い
る
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
の
み
な
ら
ず
、
同
社
の
他
の
「
春
日
楽
書
」
六
巻
い
ず
れ
に
も
明
治
三
十
年
に
修
補
の
由
が
記

さ
れ
て
い
る
（
前
述
）
わ
け
で
あ
る
が
、
氏
は
そ
の
際
に
脱
落
し
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。

　

と
も
あ
れ
、
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
手
記
』
紙
背
に
対
応
す
る
の
は
、
窪
家
旧
蔵
の
『
舞
譜
』
の
二
十
六
丁
裏
か
ら
三
十
一
丁
裏
と
、
内
閣
・

田
安
家
所
蔵
の
『
荒
序
譜
（
一
）』
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
春
日
本
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
諸
本
を
通
観
す
る
と
、
紙
表
対
応
の
諸

本
に
つ
い
て
は
春
日
本
と
同
内
容
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
異
同
も
散
見
す
る
。
ま
た
、
紙
背
に
対
応
と
い
わ
れ
る
諸
本
は
、
内
容
を
概
観
す
る
に
、

春
日
本
と
は
異
な
る
部
分
が
多
く
、
同
内
容
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
か
。



春日大社蔵『舞楽手記』検証

— 57 —

五
、
春
日
本
と
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て

　

現
存
諸
本
の
祖
本
と
見
ら
れ
る
の
が
春
日
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
諸
本
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
比
較
、
検
証
し
て
み
る
。
前
掲
表

１
に
示
し
た
先
行
の
研
究
で
は
、
春
日
本
は
紙
表
と
紙
背
と
で
は
対
応
す
る
諸
本
が
異
な
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
ま
ず
紙
表
か
ら
見
て
み
る
。

１
．
紙
表
に
つ
い
て

　

前
掲
表
１
に
よ
る
と
、
春
日
本
の
紙
表
に
は
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』、
田
安
徳
川
家
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』、
伊
達
文
庫
蔵
『
荒
序
譜

（
二
）』
が
対
応
す
る
。
た
だ
し
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
田
安･

伊
達
の
二
本
は
、
内
閣
文
庫
本
の
写
し
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
除
く
。
そ

こ
で
、
内
閣
文
庫
本
と
春
日
本
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
。

表
４　

内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
と
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
対
照
表   

※

は
料
紙
の
断
ち
落
と
し
跡
を
示
す

内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』

春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』

紙
表

紙
背

（
内
題
な
し
）
巻
首
欠
か

（
途
中
か
ら
始
ま
る
）

（
※
乱
序
第
五
段
大
膝
巻
第
二
段
か
）

　
　

第
三
段
…

　

第
六
段
号
少
膝
巻
初
段
…

（
首
欠
）

　
　

第
二
段
…

　
　

第
二
段
…  　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
第
一
紙
】

　
　

第
三
段
名
終
手
之
…

　
　

第
三
段
名
終
手
之
…

返
蜻
蛉
手

囀

囀

一
説
北
向
阿
刀
胡
児
…
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第
一
段
…
囀
詞
…
囀
詞
…

　

第
一
段
…
囀
詞
…
囀
詞
…

口
伝
云
崎
（
マ
マ
）取

手
者
…

　

第
二
段
…
囀
詞
…
囀
詞
…

　

第
二
段
…
囀
詞
…
囀
詞
…

一
説　

東
向
天
合
掌
シ
テ
…

嗔
序

嗔
序                                       

【
第
三
紙
】

囀
三
度
舞
様
（
※
途
中
よ
り
）

　

第
一
段
…

　

第
二
段
…

　

第
二
段
…                              

【
第
四
紙
】

入
破
第
二
帖
…

入
破
第
二
帖
…                           

【
第
五
紙
】

入
破
半
帖
舞
例
…

　

半
帖
…

　

半
帖
…

　
　

八
帖

入
破
第
二
切
異
説
…

入
破
第
二
切
異
説
…

　
　

 

〜

　

二
帖
頭
…

　

二
帖
頭
…

　
　

一
帖

　

半
帖
頭
…

　

半
帖
頭
…

八
方
八
返
や
う

入
綾
手
…

入
綾
手
…

　
　

八
帖

勅
禄
手
…

勅
禄
手
…

　
　

 

〜

破
第
二
切
半
帖
異
説
…

破
第
二
切
半
帖
異
説
…               　
【
第
十
四
紙
】
　
　

二
帖

跋
文
①
「
故
判
官
近
真
去
正
月
廿
五
日
…
」

跋
文
②
「
故
判
官
蒙
勅
許
事
」

跋
文
③
「
仁
治
三
年
正
月
十
五
日
…
」

跋
文
③
「
仁
治
三
年
正
月
十
五
日
…
」【
第
十
五
紙
】
　

②
建
保
四
年
六
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
尾
…
花
押
（
写
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
尾
…
真
筆
花
押　

　

①
建
暦
二
年
四
月
八
日

（
荒
序
記
録
）

（
荒
序
記
録
）

故
判
官
近
真
荒
序
舞
事

　
（
１
）
保
安
三
年
三
月
卅
日

　
（
１
）
保
安
三
年
三
月
卅
日

　
（
２
）
天
治
元
年
正
月
廿
九
日

　
（
２
）
天
治
元
年
正
月
廿
九
日

　
（
３
）
同
二
年
正
月
十
八
日

　
（
３
）
同
二
年
正
月
十
八
日

　
（
４
）
大
治
二
年
正
月
廿
日

　
（
４
）
大
治
二
年
正
月
廿
日

　
（
５
）
長
承
元
年
八
月
廿
二
日

　
（
５
）
長
承
元
年
八
月
廿
二
日

　
（
６
）
同
二
年
三
月
六
日

　
（
６
）
同
二
年
三
月
六
日

　
（
７
）
同
二
年
三
月
七
日

　
（
７
）
同
二
年
三
月
七
日

　
（
８
）
同
二
年
三
月
廿
六
日

　
（
８
）
同
二
年
三
月
廿
六
日
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（
９
）
同
三
年
二
月
廿
日

　
（
９
）
同
三
年
二
月
廿
日

　
（
10
）
同
三
年
後
十
二
月
十
四
日

　
（
10
）
同
三
年
後
十
二
月
十
四
日

　
（
11
）
保
延
二
年
正
月
廿
三
日

　
（
11
）
保
延
二
年
正
月
廿
三
日

　
（
12
）
同
二
年
二
月
九
日

　
（
12
）
同
二
年
二
月
九
日

　

上
段
に
内
閣
文
庫
本
を
、
下
段
に
春
日
本
を
配
し
、
春
日
本
に
見
え
る
料
紙
の
断
ち
落
と
し
位
置
は

で
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て

い
く
と
、
内
閣
文
庫
本
は
内
題
が
な
く
、
冒
頭
は
記
事
の
途
中
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
部
分
を
示
す
と
、

　
　

突
左右
手
右
下
左
膝
突
ー
ー
左
膝
突
替
右
下
左
膝
突
ー

　
　

西
向
天
右
桴
懸
右
肩
左
印
懸
右
肩
右
桴
懸
右
肩
左右
足
縮
□

　
　

南
向
天
小
躍
右
足
前

左
足
前
居
右
膝
突
●

左
伏
肘
打
右
桴
腰
突
以
桴
右

　
　

上
見
如
日
書
手 

□
ー
本
左
伏
肘
腰
突
伏
肘
ー
ー
ー
ー

　
　

下
左
膝
突
替
左
下
右
膝
突
替
右
下
左
膝
突
替
立
ー
ー

　
　

桴
末
右
手
上
桴
本
左
手
下
如
双
龍
舞
急
隨
拍
子
早
頻
「
ニ
」

　
　

南
寄
天
北
廻
向
後
尻
走
左右
手
左右
腰
付
天
上
見

　
　
　

第
三
段　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
１
オ
）

　
　
　
（
後
略
）

と
な
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
巻
首
は
欠
け
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
欠
字
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
ー
」
も
あ
り
、
親
本
な
い
し
は
祖
本
に
破
損･

虫
損
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
次
い
で
「
第
三
段
」、「
第
六
段
号
少
膝
巻
初
段
」
と
続
く
が
、
そ
の
次
の
「
第
二
段
」
以
降
巻
末
に
至
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る
ま
で
が
春
日
本
本
文
と
一
致
し
、
両
者
は
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
に
は
「
嗔
序
」
の
第
一
段
が
あ
る
が
、
春

日
本
で
は
欠
け
て
い
る
。
跋
文
は
内
閣
に
は
三
つ
あ
る
が
、
春
日
に
は
一
つ
し
か
見
え
な
い
。
い
ま
、
内
閣
の
跋
文
に
①
②
③
と
番
号
を
付
け
る

と
、
春
日
の
跋
文
は
①
②
が
な
く
、
③
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

つ
ま
り
、
内
閣
に
あ
っ
て
春
日
に
な
い
記
事
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
春
日
の
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
た
跡
（
表
４
に

で
示
す
）
に
着

目
す
る
と
、
内
閣
に
の
み
見
え
る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
春
日
で
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
た
部
分
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣

の
み
に
見
え
る
「
嗔
序
」
の
「
第
一
段
」
部
分
は
、
春
日
本
で
は
第
三
紙
と
第
四
紙
の
間
に
あ
た
る
が
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
春
日
本
第
四

紙
の
端
は
文
字
が
切
れ
て
お
り
、
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、「
嗔
序
」
の
「
第
一
段
」
部
分
は
料
紙
の
断
ち
落
と
し

に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
同
様
に
、
内
閣
に
見
え
る
跋
文
①
②
部
分
は
、
春
日
本
で
は
第
十
四
紙
と
第
十
五
紙
の
間
に
あ

た
る
が
、
三
章
で
既
述
の
よ
う
に
、
第
十
五
紙
端
は
紙
背
の
文
字
が
切
れ
て
お
り
、
料
紙
が
切
断
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
も
断
ち
落
と
し

に
よ
っ
て
跋
文
①
②
が
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
る
前
に
写
さ
れ
た
の
が
内
閣
文
庫
本

の
系
統
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

因
み
に
、
中
原
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
内
閣
と
春
日
の
関
係
に
つ
い
て
、「
内
閣
本
は
春
日
本
の
近
世
初
期
の
姿
を
伝
え
る
も
の
と
し
て

貴
重
で
あ
る
」（
六
八
頁
上
段
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
し
て
お
ら
れ
な
い
。
い
ま
、
そ
こ
を
検
証
し
て
み
た
わ
け
だ
が
、
確
か
に

そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
が
、
春
日
本
に
欠
け
、
内
閣
文
庫
本
に
の
み
存
す
る
記
事
と
い
う
の
は
、
料
紙
の
断
ち
落
と
し
に
よ
っ
て
欠
落

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
春
日
本
の
第
四
紙
と
第
五
紙
の
間
に
は
筆
者
Ｂ
が
切
断
し
た
と
見
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
と
第
三
章
で
指
摘
し
た
が
、
前
掲
表
４
を

見
て
み
る
と
、
内
閣
文
庫
本
で
も
こ
の
間
に
記
事
は
な
く
、
内
閣
文
庫
本
が
書
写
さ
れ
る
時
点
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
部
分
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
内
閣
文
庫
本
の
該
当
部
分
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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春
日
本
第
四
紙･

第
五
紙
継
ぎ
目
と
内
閣
文
庫
本
該
当
箇
所

春
日
本　

第
四
紙･

第
五
紙
継
ぎ
目
部
分

内
閣
文
庫
本　

該
当
箇
所

　

南
一
寄
延
寄
又
天
見
天
巽
二
寄
火
連
北
廻
向
天
左
伏
肘

　

打
時
以
右
桴
打
腰
下
天
上
見

　

南
一
寄
延
寄
又
天
見
天
巽
二
寄
火
連
北
廻
向
天
左
伏
肘

　

打
時
以
右
桴
打
腰
下
天
上
見

　
　
嗔
序
大
旨
如
此
雖
何
所
欲
舞
止
時
可
舞
此
手 

次
第
如
乱
序
也 

　
　
　
　

嗔
序
大
旨
如
此
雖
何
所
欲
舞
止
時
可
舞
此
手 

次
第
如
乱
序
也

　
　
　
　

則
楽
吹
止
畢  　
　
　
　

  

四
反
近
代
二
反
ナ
リ

--------------------------------------　
　
　
　
　
　
　
　
　
　--------- 

」（
第
四
紙
）

　
　
●

入
破
第
二
帖　

　
　
　

四
反
近
代
二
反
ナ
リ

加
拍
子　

当
曲
揚
拍
子
謂
之
約
拍
子
似
一
鼓
為
節
有
二
説

口
伝
云
入
破
能
略
定
時
半
帖
舞
時
者
自
第
五
拍
子
上
約
拍
子

----------------------------------------------------------------------------- 

」（
第
六
丁
表
）

　

北
向
天
諸
伏
肘
打
天
高
踊
右
足

左
足
披
天
高
踊
右
足

左
足
小「
有
説
」諸去

肘
左
足
小
踊

左
引
上　

　
　
●

入
破
第
二
帖　

　
　
　

四
反
近
代
二
反
ナ
リ

加
拍
子　

当
曲
揚
拍
子
謂
之
約
拍
子
似
一
鼓
為
節
有
二
説

口
伝
云
入
破
能
略
定
時
半
帖
舞
時
者
自
第
五
拍
子
上
約
拍
子

　

諸
手
下
退○
左
足
踏
退
左
去○ 

●肘
右
足
跋 

●

跪
踏
天
押
足
艮
寄
右
見
面
肩

　

北
向
天
諸
伏
肘
打
天
高
踊
右
足

左
足
披
天
高
踊
右
足

左
足
小
諸
去
肘
右
足
小
踊

左
引
上

　

諸
手
下
退○ 

左
足
踏
退 

左
去○ 

●肘
右
足
跋 

●

跪
踏
天
押
足
艮
寄
右
見
面
肩

　

こ
れ
を
見
る
と
、
春
日
本
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
の
上
か
ら
書
か
れ
た
「
四
反
近
代
二
反
ナ
リ
」
部
分
が
、
内
閣
に
お
い
て
は
「
嗔
序
」

と
「
入
破
」
と
二
箇
所
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
「
四
反
近
代
二
反
ナ
リ
」
部
分
が
、
前
後
の
行
と
近
接
し
て
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
か
、
そ
れ
が
「
嗔
序
」
に
対
す
る
注
記
な
の
か
、「
入
破
第
二
帖
」
に
対
す
る
注
記
な
の
か
、
書
写
者
に
は
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。

　

因
み
に
、
中
原
氏
は
こ
の
注
記
が
、「
嗔
序
」
に
対
す
る
注
記
な
の
か
、「
入
破
」
に
対
す
る
そ
れ
な
の
か
は
「
判
然
と
し
な
い
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
（
前
掲
論
文
、
六
七
頁
下
段
）。
し
か
し
、「
四
反
近
代
二
反
ナ
リ
」
が
、
第
五
紙
前
半
を
断
ち
落
と
し
、
第
四
紙
と
継
い
だ
際
に
書
い
た

も
の
な
ら
、
そ
れ
は
断
ち
落
と
さ
れ
た
第
五
紙
前
半
部
分
に
書
い
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
ど
ち
ら
に
対
す
る
注
記
な
の
か
は
、
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「
四
回
繰
り
返
す
と
こ
ろ
を
、
最
近
で
は
二
回
で
あ
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
譜
を
何
回
繰
り
返
し
て
演
奏
す
る
か
と
い
う
注
記
で
、
普
通

は
譜
の
冒
頭
に
記
す
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
嗔
序
」
に
対
す
る
注
記
な
ら
、
楽
譜
の
末
尾
に
注
記
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
楽
譜
と
し

て
用
を
な
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
入
破
第
二
帖
」
に
対
す
る
注
記
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
紙
表
に
つ
い
て
内
閣
文
庫
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
内
閣
に
存
し
、
春
日
に
欠
く
記
事
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
は
料
紙
の
切

断
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
春
日
本
に
欠
損
が
生
じ
る
前
に
写
さ
れ
た
の
が
内
閣
文
庫
本
で
あ
る
と
推
察
で

き
る
。

　

た
だ
し
、
問
題
も
残
る
。
ひ
と
つ
は
、
春
日
本
第
四
紙
・
第
五
紙
間
に
筆
者
に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
当
て
は
ま
る
の
は

「
荒
序
」
か
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
本
に
も
「
荒
序
」
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、「
荒
序
」
は
、
内
閣
が
書
写
さ
れ
る
時
点
で
既
に

な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
筆
者
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
も
の
な
ら
、
そ
れ
も
当
然
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
や
は
り
「
荒
序
」
が
削

ら
れ
た
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
そ
の
理
由
は
跋
文
に
窺
え
る
か
ら
、
別
に
述
べ
る
。

　

な
お
問
題
を
挙
げ
れ
ば
、
本
文
が
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
か
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
内
閣
文
庫
本
に
よ
っ
て
、
春
日
本
冒
頭
の
「
第

二
段
」
は
、「
第
六
段
号
少
膝
巻
初
段
」
の
続
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
内
閣
文
庫
本
冒
頭
も
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
も
な
お
冒

頭
に
欠
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
書
の
原
態
は
ど
こ
か
ら
記
事
を
始
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

い
く
つ
か
疑
問
が
残
る
が
、
そ
の
理
由
は
跋
文
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
紙
背
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

２
．
紙
背
に
つ
い
て

　

前
掲
表
１
の
先
行
研
究
で
は
、
春
日
本
の
紙
背
に
当
た
る
の
は
内
閣
文
庫
蔵
の
『
荒
序
譜
（
一
）』、
同
『
舞
曲
譜
（
一
）』、
及
び
上
野
学
園
大

学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
窪
家
旧
蔵
『
舞
譜
』（
26
ウ
～
31
ウ
）
だ
と
い
う
。
前
項
同
様
に
比
較
し
て
み
る
。

　

第
三
章
、
表
２
に
示
し
た
が
、
春
日
本
の
紙
背
は
、
巻
末
の
修
補
奥
書
を
除
く
と
、
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（
１
）「
故
判
官
近
真
荒
序
舞
事
」
と
題
す
る
記
録

　
　
（
２
）「
二
帖
」
か
ら
「
八
帖
」
に
至
る
舞
譜
（
荒
序
二
四
八
説
）

　
　
（
３
）「
八
方
八
返
やう
」
と
題
す
る
「
一
帖
」
か
ら
「
八
帖
」
ま
で
の
舞
譜
（
荒
序
八
方
八
返
様
）

　
　
（
４
）「
入
破
半
帖
舞
例
」
と
題
す
る
記
録

　
　
（
５
）
名
称
未
詳
の
舞
譜
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
陵
王
荒
序
』
に
よ
る
と
「
囀
三
度
舞
様
」）

　
　
（
６
）「
一
説　

東
向
天
合
掌
シ
テ
」
と
始
ま
る
舞
譜

　
　
（
７
）「
口
伝
云
」
と
始
ま
る
口
伝

　
　
（
８
）「
一
説　

北
向
阿
刀
胡
児
」
と
始
ま
る
舞
譜

　
　
（
９
）「
返
蜻
蛉
手
」
と
題
す
る
舞
譜

の
大
別
九
条
か
ら
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
春
日
本
に
該
当
す
る
と
い
う
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』･

『
舞
曲
譜
（
一
）』、
窪
家
蔵
『
舞
譜
』（
26
ウ
～
31
ウ･

32
オ

～
41
ウ
）
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
『
荒
序
譜
（
一
）』･

『
舞
譜
』（
26
ウ
～
31
ウ
）

　
　
（
ａ
）「
荒
序
二
四
八
説
狛
光
則
」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
（
ｂ
）「
一
帖
八
方
八
返
様
狛
光
則
」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
（
ｃ
）「
入
綾
手
」「
勅
禄
手
」「
囀（
マ
ヽ
）調」
と
題
す
る
舞
譜

　
　
『
舞
曲
譜
（
一
）』･

『
舞
譜
』（
32
オ
～
41
ウ
）

　
　
（
ｄ
）「
右
伏
肘
」
等
の
舞
譜
名
目

　
　
（
ｅ
）「
舞
曲
体
背
事
」
と
題
す
る
口
伝
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（
ｆ
）「
舞
出
心
事
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
（
ｇ
）「
舞
台
ニ
昇
降
事
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
（
ｈ
）「
平
立
舞
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
（
ｉ
）「
三
人
五
人
七
人
等
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
（
ｊ
）「
三
行
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　
　
（
ｋ
）「
行
立
様
」
と
題
す
る
口
伝

　

両
者
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
内
閣
文
庫
本
と
窪
家
本
と
は
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
春
日
本
と
は
内
容
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
春
日
本
の
写
し
が
内
閣
、
窪
の
二
本
で
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
あ
え
て
こ
の
中
か
ら
対
応
す
る
も
の
を
探
す

と
、（
３
）
荒
序
八
方
八
返
様
と
（
ｂ
）「
一
帖
八
方
八
返
様
狛
光
則
」、（
２
）
荒
序
二
四
八
説
と
（
ａ
）「
荒
序
二
四
八
説
狛
光
則
」
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
う
ち
、
春
日
本
の
「
八
方
八
返
や
う
」
と
内
閣･

窪
の
「
一
帖
八
方
八
返
様
狛
光
則
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
春
日
の
「
六
帖
」
は
「
四
帖

舞
也
」
と
し
て
、
標
題
の
み
で
譜
が
見
え
な
い
が
、
内
閣･

窪
は
「
六
帖
」
の
標
題
す
ら
見
え
な
い
。
ま
た
、
春
日
の
「
七
帖
」
は
「
三
帖
舞

也
」
と
し
て
標
題
の
み
記
し
て
譜
を
書
か
な
い
が
、
内
閣･

窪
は
「
三
帖
舞
」
と
し
な
が
ら
、
譜
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
「
八
方

八
返
」
の
譜
に
お
い
て
も
内
容
に
は
違
い
が
見
え
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
譜
の
「
一
帖
」
部
分
の
字
句
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
●
は
対
応
す
る
字
句
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

　
　

春
日
本　

八
方
八
返
や
う 

　
　

内
閣
本　

●
●
●
●
●
●   

　
　

窪
家
本　

●
●
●
●
●
●

　
　

春　

一
帖
●
●
●
●
●
●
●
●
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内　

一
帖
八
方
八
返
様
狛
光
則

　
　

窪　

一
帖
八
方
八

返
様

 

狛
光
則

                  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

懸
左
手

　
　

春　

北
向
天
右
手
ヲ
披
差
天
朱マ

雀ヘ
ヽ

儒ヒ
キ

趨ハ
シ
リ

此
間
●
●
左
肩 

●
●
●

　
　

内　

北
向
天
右
手
●
披
差
天
朱
雀
儒
走
此
間
ニ
懸
左
肩
桴
下
懸

　
　

窪　

北
向
天
右
手
●
披
差
天
朱
雀
儒
走
此
間
ニ
懸
左
肩
桴
下
懸

　
　

春　

右
手
右
肩
●
下
●
●
●
●
●
左右
各
二
度
●
●
●
走
留
天
概カ
キ
合
天
左

　
　

内　

●
●
右
肩
印
下
後
桴
方
印
方
左右
各
二
度
懸
肩
下
走
留
●
概
合
●
左

　
　

窪　

●
●
右
肩
印
下
後
桴
方
印
方
左右
各
二
度
懸
肩
下
走
留
●
概
合
天
左

　
　

春　

躍
寄
●
●

●
●
右
躍ヲ
ト
ル寄
右左
足
右
覆
乙
打
右
足

　
　

内　

躍
寄
右
足

左
足
右
躍
寄
左
足

右
足
右
伏
乙
打
右
足

　
　

窪　

躍
寄
右
足

左
足
右
躍
寄
左
足

右
足
右
伏
乙
打
右
足

　
　

春　

西
向
躍ヲ
ト
ル右
覆
乙
打
天
東
躍
向
左右
足
右
覆
乙

　
　

内　

西
躍
向
左
伏
乙
打
天
東
躍
向
●●
●
右
伏
乙

　
　

窪　

西
躍
向
左
伏
乙
打
天
東
躍
向
●●
●
右
伏
乙
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春　

打
天
桴
末
方
●
採ト
ル
天
左
覆
乙
振
替
上
下
各
三
度
右左

　
　

内　

打
天
桴
末
方
ヲ
採
天
左
伏
乙
振
替
上
下
各
三
度
左右

　
　

窪　

打
天
桴
末
方
ヲ
採
天
左
伏
乙
振
替
上
下
各
三
度
左右

　
　

春　

縮
●
片
躍
左右
手
胸
間
付
天
玄
茂
趨
天
上
見
百

　
　

内　

縮
ニ
片
躍
左右
手
胸
間
付
天
玄
茂
走
●
上
見
百

　
　

窪　

縮
ニ
片
躍
左右
手
胸
間
付
天
玄
茂
走
●
上
見
百

　

諸
本
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
内
閣
と
窪
は
同
文
だ
と
い
え
る
が
、
春
日
と
の
異
同
は
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
春
日
本
に
見

え
ず
、
内
閣･

窪
に
の
み
存
す
る
文
字
が
か
な
り
あ
る
か
ら
、
春
日
か
ら
内
閣･

窪
へ
と
い
う
書
写
過
程
は
想
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
内

閣･

窪
家
の
二
本
と
春
日
本
紙
背
の
荒
序
譜
は
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
春
日
本
の
紙
背
と
、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』、
同
『
舞
曲
譜
（
一
）』、
窪
家
旧
蔵
『
舞
譜
』
の
三
本
は
ま
っ
た
く

異
な
る
本
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
内
容
が
ま
る
で
異
な
る
。
わ
ず
か
に
荒
序
譜
が
一
致
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
字
句

を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
ま
っ
た
く
別
の
荒
序
譜
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
は
春
日
本
を
写
し
た
も
の
が
内
閣･

窪
だ
と
い
わ

れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
紙
背
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、『
舞
楽
手
記
』
の
伝
本
は
、
春
日
社
蔵
『
舞

楽
手
記
』
と
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
田
安
家
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』、
伊
達
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
の
四
本
で
、
春
日
本
が
祖
本
、
内

閣
文
庫
本
以
下
が
そ
の
系
統
の
江
戸
期
書
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
内
閣
田
安
・
伊
達
の
各
本
に
も
「
荒
序
」
の
譜
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
「
荒
序
譜
」
と
す
る
書
名
は
紛
ら
わ
し
い
。
首

欠
で
、
内
題
を
欠
く
か
ら
、
そ
の
書
名
は
後
人
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
名
称
で
は
誤
解
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。「
陵
王
」
と
い

え
ば
「
荒
序
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
た
た
め
か
と
想
像
も
す
る
が
、
そ
れ
も
「
荒
序
」
が
、
陵
王
に
お
け
る
秘
事
、
秘
曲
で
あ
っ
た
か
ら
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で
も
あ
ろ
う
。

　

諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
本
書
の
内
容
に
は
課
題
も
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
そ
れ
は
（
一
）
筆
者
自
身

に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
本
文
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
荒
序
」
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
で
あ
り
、（
二
）
諸
本
い
ず
れ
に
も
冒
頭
に
闕
が
あ
り
、
本
書
の

記
事
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の
原
態
が
わ
か
ら
な
い
。
失
わ
れ
た
記
事
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
な
の
か
。

六
、
豊ぶ
ん
の家
蔵
本
に
つ
い
て

　

本
書
の
原
態
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
追
究
す
る
前
に
、
豊
家
本
家
に
蔵
す
る
諸
本
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
。
豊
家
は
、
江
戸
以
前
は
豊

原
と
称
し
、
古
く
平
安
期
よ
り
楽
に
奉
仕
し
て
き
た
「
楽
家
」
の
一
で
あ
る
。
個
人
蔵
で
あ
る
か
ら
、
原
本
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
写
真
の
紙
焼

き
を
得
ら
れ
た
か
ら
、
可
能
な
範
囲
で
解
題
を
記
し
、
諸
本
と
比
較
し
て
み
る
。

１
．
豊
家
本
家
蔵
『
荒
序
舞
譜
』

　

豊
家
本
家
所
蔵
。
該
本
は
個
人
蔵
に
つ
き
、
原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
一
九
四
三
年
に
平
出
久
雄
が
作
成
し
た
「
豊
家
本
家
蔵
書
目
録
（
（（
（

」
に
解

題
が
あ
り
、
一
九
七
五
年
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
（
当
時
は
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
）
の
特
別
展
観
へ
の
出
陳
に
伴
い
、
撮

影
さ
れ
た
写
真
の
紙
焼
き
が
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
ま
ず
平
出
の
解
題
で
は
、

　
　

33
．
荒
序
舞
譜　
　

狛　

近
真
著　

一
冊

　
　

�

美
濃
判
6.5
×
4.3　

陵
王
荒
序
ノ
古
譜
ヲ
写
セ
ル
モ
ノ
。
文
中
近
真
ノ
自
筆
譜
ヲ
写
シ
少
シ
ク
「
予
」（
何
人
カ
不
詳
）
加
筆
シ
タ
ル
由
ミ

ユ
。
奥
書
ナ
シ
。
多
氏
本
家
、
楽
譜
目
録
一
二
七
号
荒
序
舞
譜
ト
大
略
同
ジ
ナ
ル
モ
多
氏
本
ニ
存
し
豊
氏
本
ニ
欠
ク
ル
点
ア
リ
、
今
後
ノ
研
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究
ヲ
要
ス
。	

�

（
同
目
録
、
二
〇
頁
）

と
な
っ
て
お
り
、
該
本
は
陵
王
荒
序
の
譜
で
、
狛
近
真
の
著
作
と
い
う
。
ま
た
、
多
氏
本
家
の
「
楽
譜
目
録
一
二
七
号
荒
序
舞
譜
ト
大
略
同
ジ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
録
も
引
い
て
み
る
。

　
　

一
二
七
、
荒
序
舞
譜

　
　

ミ
ノ
判　

6.6
×
8.9　

春
日
本
ト
同
内
容
ナ
リ
。
舞
譜
及
ビ
記
録
。「
弘
安
三･

二･

廿
九 

狛
宿
祢
真
葛
」
等
ノ
記
名
ア
リ（
（（
（

。

　

こ
こ
に
い
う
「
春
日
本
」
が
何
を
指
す
の
か
、
具
体
的
に
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
春
日
大
社
に
蔵
す
る
荒
序
舞
譜
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
『
舞
楽
手
記
』
紙
背
、
な
い
し
は
『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
輪
台
の
詠
唱
歌
の
譜
と
二
種
の

荒
序
譜
か
ら
な
る
本
で
、『
手
記
』
と
も
、
該
本
（
豊
家
本
家
蔵
『
荒
序
舞
譜
』）
と
も
内
容
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
い
う

「
春
日
本
」
は
『
手
記
』
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
該
本
は
陵
王
の
舞
譜
で
は
あ
る
が
、「
荒
序
」

は
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
「
荒
序
舞
譜
」
と
呼
ぶ
の
は
お
か
し
い
。
た
だ
、
原
本
が
見
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
れ
以
上
追
究
で
き
な
い
。
と
も
あ

れ
、
平
出
の
解
題
に
よ
れ
ば
上
記
の
よ
う
な
書
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
写
真
の
紙
焼
き
で
は
ど
う
か
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
該
本
は
一
冊
の
袋
綴
冊
子
本
で
、
表
紙
は
渋
引
き
。
左
肩
に
「
荒
序
舞
譜
」
と
打
付

書
き
に
し
、
右
下
に
「
豊
家
本
家
所
蔵
／N

o.33

」
と
書
か
れ
た
蔵
書
票
が
付
く
。
な
お
、
外
題
は
本
文
の
筆
と
異
な
る
。
表
紙
見
返
し
右
下
に

は
「
豊
原
／
喜
秋
」
の
方
型
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
墨
付
は
二
十
三
丁
で
あ
る
が
、
巻
末
は
裏
表
紙
の
見
返
し
（
所
謂
表
紙
３
）
に
及
ぶ
。
書
写

は
一
筆
。
う
ち
第
一
丁
か
ら
第
六
丁
ま
で
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
と
同
内
容
で
あ
る
。
第
七
丁
は
扉
で
、
中
央
に
「
舞
譜
」
と
墨

書
。
第
八
丁
か
ら
は
「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
『
舞
楽
手
記
』
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
該
本
も
「
荒
序
」
部
分
は
見
当
た
ら
な

い
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
と
は
ま
っ
た
く
の
同
内
容
で
、
春
日
本
で
欠
け
て
い
る
冒
頭
部
分
と
、「
嗔
序
」
の
「
第
一
段
」、

奥
書
①
②
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
該
本
は
内
閣
文
庫
本
と
同
様
に
、
春
日
本
を
親
本
な
い
し
は
祖
本
と
す
る
も
の
だ
と
い
え

る
。
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そ
こ
で
内
閣
文
庫
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
誤
写
・
誤
記
と
思
わ
れ
る
異
同
が
い
く
つ
か
散
見
し
、
行
取
り
も
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
冒
頭

の
欠
損
部
分
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
閣
文
庫
本
は
巻
首
が
欠
け
、
記
事
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
（
第
五
章

に
記
述
）、
該
本
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
該
本
も
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
よ
う
に
、
冒
頭
が
こ
の
よ
う
に
欠
け
た
状
態
で
あ
っ
た
時
に
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
内
閣
に
見
ら
れ
る
破
損
の
跡
を
示
す
注
記
が
、
豊
家
で
は
見
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

表
６　

破
損
部
分
の
比
較　
「
囀
」「
第
二
段
」
よ
り  

※
□
は
料
紙
破
損

春
日
本

又

時
同
左右
手 

「
右
」

｢

下｣

足
踏
放
□
□右
手
ヲ

内
閣
本

又

時
同
左右
手 

「
右
」

｢

下｣

足
踏
放
ー
左右
手
ヲ

豊
家
本

又

時
同
左右
手 

「
右
」

｢

下｣

足
踏
放
置
左右
手
ヲ

　

春
日
本
で
現
在
破
損
し
て
い
る
部
分
が
、
内
閣
文
庫
本
で
は
「
ー
」
と
墨
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
破
損
を
示
す
注
記
と
と
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
豊
家
本
当
該
箇
所
に
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
春
日
本
に
破
損
が
生
じ
る
以
前

に
写
さ
れ
た
系
統
の
写
本
が
豊
家
本
で
、
破
損
以
後
に
写
さ
れ
た
系
統
で
あ
る
の
が
内
閣
文
庫
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
豊
家

本
に
は
内
閣
文
庫
本
よ
り
春
日
本
の
古
い
形
を
留
め
る
部
分
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

概
略
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
平
出
は
該
本
を
狛
近
真
の
編
と
し
、「
予
」
な
る
人
物
が
そ
れ
を
写
し
、「
加
筆
」
し
た
も
の
と
し
て
い
る

（
前
述
）。
該
本
が
『
舞
楽
手
記
』
の
一
伝
本
だ
と
す
る
と
、
同
書
を
聖
宣
の
編
と
す
る
中
原
氏
の
説
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
氏
は
こ
ち
ら

の
平
出
説
に
は
触
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
説
に
つ
い
て
も
、
今
後
跋
文
を
含
め
た
詳
し
い
検
証
が
必
要
か
と
推
察
す
る
。
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２
．
豊
家
本
家
蔵
『
荒
序
』

　

豊
家
本
家
所
蔵
。
こ
ち
ら
も
未
見
で
あ
る
が
、
平
出
の
解
題
が
あ
り
、
写
真
の
紙
焼
き
が
あ
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
、

　
　

34
．
荒
序
譜　

豊
原
重
秋
集　

一
冊

　
　

�

美
濃
判
6.4
×
8.8　

前
半
ハ
陵
王
荒
序
ノ
笙
譜
及
所
作
及
相
伝
文
書
ノ
写
等
ヲ
収
ム
。「
享
徳
二
年
九
月
廿
八
日　

豊
原
重
秋
（
花
押
）」。
後

半
ハ
荒
序
舞
譜
ヲ
収
ム
。「
已
上
如
本
写
之
訖
当
家
伝
来
既
年
久
虫
ノ
（
マ
ヽ
）ミ

テ
雖
不
分
明（「
無
」脱
カ
）

依
類
本
不
遂
校
合
、
享
徳
二
年
九
月
晦
日　

重
秋

（
花
押
）」
ト
ア
ル
モ
原
本
ニ
非
ズ
。
喜
秋
ノ
筆
ナ
リ（
（（
（

。

と
あ
り
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
に
豊
原
重
秋
が
編
集
し
た
も
の
で
、
原
本
は
喜
秋
が
そ
れ
を
写
し
た
も
の
と
い
う
。

　

他
方
、
写
真
の
紙
焼
き
に
よ
れ
ば
、
該
本
は
一
冊
の
袋
綴
冊
子
本
で
、
表
紙
は
渋
引
き
。
左
肩
に
「
荒
序
」
と
打
付
書
き
に
し
、
右
下
に
「
豊

家
本
家
所
蔵
／N

o.34

」
と
書
か
れ
た
蔵
書
票
が
付
く
。
な
お
、
外
題
は
本
文
の
筆
と
異
な
る
。
表
紙
見
返
し
右
下
に
は
「
豊
原
／
喜
秋
」
の
方

型
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
墨
付
は
三
十
六
丁
だ
が
、
巻
末
は
裏
表
紙
の
見
返
し
に
及
ぶ
。
書
写
は
一
筆
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

表
７　

豊
家
本
家
蔵
『
荒
序
』
内
容

甲
「
羅
陵
王
」（
内
題
）

「
荒
序
（
笙
譜
）」
一
切
～
八
切

「
破
」

「
当
曲
所
作
之
例
」
時
秋
、
利
秋
、
忠
秋
、
近
秋
、
政
秋
、
景
秋
…
（
中
略
）

伝
授
譜
①
「
秘
説
八
帖
」（
荒
序
笙
譜
）
明
徳
三
年
八
月
二
十
一
日
付
。

同
②
「
羅
陵
王
荒
序
」（
荒
序
笙
譜
）
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
八
月
二
十
一
日
付
。

同
③
「
将
軍
家
江
進
上
ス
信
秋
之
奥
書
」
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
八
月
二
十
七
日
付
。

同
④
「
羅
陵
王
荒
序
」（
荒
序
笙
譜
）
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
十
一
月
十
六
日
付
。

同
⑤
「
平
調
并
太
食
調
入
調
」（
笙
譜
）
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
三
月
十
一
日
付
。

奥
書
「
已
上
当
家
面
目
道
之
冥
加
無
限
者
也
子
孫
為
勤
執
心
載
之
（
中
略
）
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
九
月
廿
八
日
／
豊
原
重
秋
（
花
押
）」
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乙
「
四
方
荒
序
狛
光

則

」（
舞
譜
）
一
帖
～
八
帖

「
荒
序
八
方
八
返
様
狛
光
則

」（
舞
譜
）
一
帖
～
八
帖

入
綾
手

勅
禄
手

奥
書
「
已
上
狛
光
則
之
説
本
ノ
マ
ヽ
書
写
載
之
」

丙

囀　

第
一
段
、
第
二
段

嗔
序　

第
一
段
、
第
二
段

入
破
第
二
帖
・（
同
）
半
帖

入
破
第
二
切
異
説
・（
同
）
半
帖
頭

入
綾
手
「（
中
略
）
前
荒
序
之
次
載
之
仍
略
光
則
説
同
」

勅
禄
手
「
前
ニ
載
光
則
説
ト
同
仍
略
」

入
破
第
二
切
半
帖
異
説

跋
文
①
「
仁
治
三
年
正
月
十
五
日
ヨ
リ
…
」

同
②
「
故
判
官
近
真
去
正
月
廿
五
日
…
」

同
③
「
故
判
官
蒙
勅
許
事
」

奥
書
「
已
上
如
本
写
之
訖
当
家
伝
来
既
年
久
虫
ハ
ミ
テ
雖
不
分
明
依
無
類
本
不
遂
校
合
／
享
徳
二
年
九
月
晦
日　

重
秋
（
花
押
）」

（
大
鼓
説
二
種
）

　

内
容
と
奥
書
と
を
見
る
に
、
該
本
は
三
種
の
書
か
ら
な
り
、
い
ま
仮
に
そ
れ
を
甲
、
乙
、
丙
と
す
る
と
、
甲
は
「
羅
陵
王
」「
荒
序
」
の
笙
に

関
わ
る
内
容
が
主
体
で
、
荒
序
の
笙
譜
ほ
か
、「
当
曲
所
作
之
例
」
と
題
し
て
、
豊
原
家
楽
人
の
荒
序
所
作
の
記
録
が
記
さ
れ
、
後
半
に
は
伝
授

譜
の
写
し
が
記
さ
れ
る
。
奥
書
は
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
九
月
二
十
八
日
の
豊
原
重
秋
の
も
の
で
あ
る
が
、
花
押
は
写
し
で
あ
る
。

　

乙
は
「
羅
陵
王
」「
荒
序
」
と
「
入
綾
手
」、「
勅
禄
手
」
の
舞
譜
で
、「
四
方
荒
序
狛
光

則

」
か
ら
「
勅
禄
手
」
に
至
る
が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た

内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』
と
同
内
容
で
あ
る
。
末
尾
に
「
狛
光
則
之
説
」
を
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
る
。

　

丙
は
「
荒
序
」
を
除
く
「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
で
、
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』、
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ

し
、
春
日･

内
閣
が
「
乱
序
」
の
途
中
か
ら
記
す
の
に
対
し
、
該
本
は
そ
の
次
の
「
囀
」
か
ら
記
す
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
本
と
は
跋
文
の
順
序
が
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異
な
り
、
該
本
の
順
序
を
①
②
③
と
す
る
と
、
内
閣
本
の
そ
れ
は
②
③
①
と
な
る
。
末
尾
の
奥
書
は
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）、
豊
原
重
秋
が

「
当
家
伝
来
」
の
本
を
写
し
た
由
の
識
語
で
、「
囀
」
か
ら
跋
文
③
ま
で
を
写
し
た
際
の
奥
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
花
押
は
写
し
で
あ
る
か

ら
、
該
本
は
重
秋
の
書
写
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
写
し
の
系
統
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
も
あ
れ
、
該
本
は
三
部
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
異
な
る
書
を
一
書
に
ま
と
め
て
写
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
乙
に
つ
い
て
は
奥
書
に
年
紀
や

書
写
者
の
署
名
が
な
い
か
ら
不
明
だ
が
、
甲
と
丙
は
い
ず
れ
も
享
徳
二
年
の
豊
原
重
秋
の
奥
書
で
、
花
押
は
写
し
で
あ
る
か
ら
、
該
本
は
享
徳
二

年
重
秋
書
写
本
の
写
し
の
系
統
だ
と
推
察
で
き
る
。
前
掲
の
平
出
解
題
に
よ
れ
ば
、
喜
秋
（
一
八
四
八
～
一
九
二
〇
）
の
筆
跡
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
な
ら
幕
末
か
ら
明
治
頃
の
書
写
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
手
記
』
の
写
本
と
し
て
は
最
も
古
い
年
紀
を
有
す
る
か
ら
、『
手

記
』
の
室
町
前
期
以
前
の
状
態
を
残
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
春
日
・
内
閣
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
春
日
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
同
本
が
現
存
諸
本
の
祖
本
で
、
あ
る
い
は
原
本

か
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
、
該
本
は
こ
れ
を
祖
本
と
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
内
閣
に
つ
い
て
は
、
同
本
が
江
戸
前
期
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

の
写
し
で
あ
る
（
前
述
）
の
に
対
し
、
該
本
は
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
の
奥
書
を
有
す
る
か
ら
、
内
閣
よ
り
前
に
春
日
本
を
写
し
た
本
の
系
統

で
あ
る
と
い
え
る
。
が
、「
乱
序
」
が
な
い
、
跋
文
の
順
序
が
異
な
る
な
ど
、
春
日
・
内
閣
と
は
異
な
る
点
も
あ
り
、
そ
の
点
は
未
解
明
で
あ

る
。
た
だ
し
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、「
乱
序
」
は
諸
本
す
べ
て
前
半
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、
楽
譜
と
し
て
は
用
を
成
さ
な
い
。
だ
か

ら
、
削
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
跋
文
の
順
序
が
異
な
る
に
つ
い
て
は
、
春
日
本
の
跋
文
①
②
を
記
す
紙
と
跋
文
③
を
記
す
第
十
五
紙
と
が
一
時
期
錯

簡
を
生
じ
、
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
と
想
定
す
る
と
、
該
本
の
よ
う
な
順
序
に
な
る
か
ら
、
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

３
．
ま
と
め

　

豊
家
本
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
が
、
豊
家
本
二
本
の
う
ち
、『
荒
序
舞
譜
』
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
見
る
に
、
誤
写･

誤
記
と
思
わ
れ
る
も

の
を
除
く
と
内
閣
文
庫
本
と
ま
っ
た
く
の
同
内
容
で
あ
り
、
同
本
と
同
じ
よ
う
に
、
春
日
本
が
親
本
な
い
し
は
祖
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
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だ
し
、
春
日
本
で
現
在
破
損
し
て
い
る
部
分
が
、
内
閣
文
庫
本
で
は
墨
線
が
引
か
れ
、
親
本
が
破
損
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、
豊
家
本
で

は
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
春
日
本
に
破
損
が
生
じ
る
以
前
に
写
さ
れ
た
の
が
豊
家
本
で
、
破
損
以
後
に
写

さ
れ
た
の
が
内
閣
文
庫
本
だ
と
推
察
で
き
る
。
つ
ま
り
、
豊
家
本
は
内
閣
文
庫
本
に
比
し
て
古
態
を
残
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
い
え
る
。
な

お
、
こ
ち
ら
に
も
「
荒
序
」
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
、
そ
れ
が
筆
者
に
よ
っ
て
断
ち
落
と
さ
れ
た
も
の
な
ら
、
見
当
た
ら
な
い

の
も
当
然
で
あ
る
。

　

豊
家
蔵
『
荒
序
』
に
つ
い
て
も
春
日･

内
閣
と
は
同
内
容
で
、
春
日
を
祖
本
と
す
る
も
の
だ
と
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
乱
序
」
部
分
が
な
い
、

跋
文
に
も
順
序
が
異
な
る
等
の
違
い
が
あ
り
、
不
明
な
点
も
残
る
が
、
享
徳
二
年
の
奥
書
を
有
し
、
春
日
本
『
手
記
』
の
室
町
期
の
姿
を
窺
わ
せ

る
部
分
も
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
が
、
こ
ち
ら
に
も
「
荒
序
」
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

豊
家
蔵
の
二
本
に
つ
い
て
は
原
本
を
見
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
追
究
は
避
け
る
が
、
内
閣
文
庫
本
と
同
様
に
、
現
在
春
日
本
に
欠
け
て

い
る
部
分
は
豊
家
本
に
よ
っ
て
補
え
る
。
ま
た
、
内
閣
の
誤
記
・
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
も
、
豊
家
本
に
よ
っ
て
補
訂
で
き
る
。
ま
た
、
跋
文
に

お
い
て
も
内
閣
で
欠
字
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
豊
家
本
で
補
え
た
か
ら
、
詳
細
は
跋
文
の
検
証
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
と
も
あ
れ
、
豊
家
本
は

ど
ち
ら
も
貴
重
な
伝
本
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

七
、
本
稿
の
ま
と
め
と
課
題

　

こ
こ
ま
で
の
考
証
を
も
と
に
、
諸
本
の
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
次
頁
『
舞
楽
手
記
』
諸
本
系
統
図　

参
照
）

　

諸
本
六
本
の
う
ち
、
春
日
本
が
祖
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
内
閣
文
庫
本
と
豊
家
の
二
本
の
親
本
で
も
あ
る
か
ど
う
か
は
未
解
明
で
あ
る
。
内
閣

文
庫
本
は
、
春
日
と
行
取
り
ま
で
同
じ
く
す
る
本
で
あ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
豊
家
『
荒
序
』
が
春
日
本
の
も
っ
と
も
早
い
写
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し
の
系
統
で
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
書
写
本
の
写
し
で
あ
る
。
豊
家
『
荒
序
舞
譜
』
は
い
つ
写
さ
れ
た
本
の
系
統
で
あ
る
か
が
未
詳
だ
が
、

内
閣
文
庫
で
欠
字
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、
同
本
よ
り
は
古
態
を
留
め
る
部
分
も
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
内
閣
文
庫
本
は
江

戸
前
期
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
写
し
で
あ
る
が
、
他
に
較
べ
、
欠
字
が
多
く
、
春
日
本
の
破
損
状
況
が
よ
り
進
行
し
た
時
点
で
の
書
写
本

の
系
統
だ
と
い
え
る
。
な
お
、
田
安
徳
川
家
本
、
伊
達
文
庫
本
は
、
内
閣
文
庫
本
の
写
し
に
あ
た
る
。

　
『
舞
楽
手
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
い
え
る
が
、
春
日
本
の
紙
背
に
対
応
す
る
と
い
わ
れ
て
き
た
伝
本
は
、
い
ず
れ
も
ま
っ
た
く

異
な
る
本
で
あ
っ
た
と
考
察
す
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
紙
背
に
相
当
す
る
伝
本
は
管
見
に
及
ば
な
い
。

　

つ
い
て
は
、
本
書
の
翻
刻
、
活
用
に
際
し
て
は
、
春
日
本
を
底
本
と
し
、
そ
の
欠
損
部
分
は
豊
家
蔵
『
荒
序
舞
譜
』、
同
『
荒
序
』、
内
閣
文
庫

蔵
『
荒
序
譜
（
二
）』
を
も
っ
て
校
合
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
課
題
も
残
っ
た
。
な
ぜ
「
荒
序
」
は
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
跋
文
に
「
荒
序
」
は
伝
授
で
き
な
い
由
が
書
い
て
あ
る
か
ら
、

そ
う
し
た
理
由
で
削
ら
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
す
る
と
、
こ
の
書
は
伝
授
譜
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

そ
も
そ
も
、
こ
の
書
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
原
氏
は
、
狛
近
真
編
纂
の
『
羅
陵
王
舞
譜
』
を
も
と
に
、
聖
宣
が
著
述
し
た
も
の
と

し
て
お
ら
れ
（
前
述
）、
平
出
久
雄
は
、
狛
近
真
が
編
纂
し
、「
予
」
な
る
人
物
が
加
筆
し
た
も
の
、
と
捉
え
る
（
前
述
）。
解
釈
は
異
な
る
わ
け
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で
あ
る
が
、
そ
れ
は
跋
文
も
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
因
み
に
、
中
原
氏
の
い
う
『
羅
陵
王
舞
譜
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
で
あ

る
が
、
こ
ち
ら
も
同
じ
く
検
討
を
要
す
る
も
の
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
も
う
紙
数
が
な
い
。
課
題
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
に
は
、
そ
も
そ
も
春
日
本
の
検
討
が
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

春
日
本
を
実
見
し
て
み
る
と
、『
手
記
』
の
筆
者
自
身
に
よ
っ
て
料
紙
が
断
ち
落
と
さ
れ
、
失
わ
れ
た
記
事
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
ま

た
、
そ
こ
に
当
て
は
ま
る
の
は
、「
羅
陵
王
」
の
構
成
か
ら
推
し
て
「
荒
序
」
か
と
考
え
ら
れ
た
。
な
ぜ
「
荒
序
」
が
な
い
の
か
、
が
問
題
に

な
っ
た
。

　
『
手
記
』
紙
背
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
考
察
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
追
究
し
て
み
る
と
、
本
文
と
同
筆
の
記
事
も
あ

り
、
そ
れ
は
裏
書
か
と
思
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
表
裏
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
対
象
か
ら
外
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
紙
背
に
対
応
す
る
伝
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
（
一
）』、
窪
家
旧
蔵
『
舞
譜
』
は
ま
っ
た
く
異
な
る
本

で
あ
る
と
考
察
さ
れ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
『
舞
楽
手
記
』
の
諸
本
と
そ
の
関
係
を
追
究
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
が
、
同
時
に
問
題
点
を
炙
り
出
す
こ
と
と
も
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
残
る
跋
文
の
解
釈
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
別
稿
で
検
証
す
る
こ
と
と
し
、
本
稿
は
こ
こ
で
筆
を
措

く
こ
と
に
す
る
。�

（
二
〇
〇
九
年
九
月
末
日
）

　
　

�　

付
記
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
春
日
大
社
の
松
村
和
歌
子
氏
、
な
ら
び
に
秋
田
真
吾
氏
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
春
日
大
社
所
蔵
本
の
閲

覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
り
、
ま
た
貴
重
な
ご
教
示
も
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　

�　

な
お
、『
舞
楽
手
記
』
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
と
解
題
を
、
岸
川
佳
恵
氏
と
共
同
で
草
し
た
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
翻
刻　

付
解

題
」
に
収
め
た
。
ま
た
、
本
稿
で
残
る
課
題
と
し
た
跋
文
の
解
釈
等
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
解
題
に
概
略
を
記
し
た
が
、
詳
細
な
考
証
は
別
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稿
に
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
と
合
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　

�　

追
記
、
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文
班
編
『
雅
楽
資
料
集
』
第
三
輯
に
発
表
し
た
「『
教
訓
抄
』
の

古
写
本
に
つ
い
て
」
の
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
教
訓
抄
』
解
題
の
中
で
、
同
本
の
軸
に
つ
い
て
「
末
尾
に
軸
付
紙
（
軸
巻
）
を
幾
枚
も
後

補
し
て
、
軸
を
太
く
し
、
か
ぶ
せ
軸
に
す
る
。」（
三
頁
上
段
十
一
、
十
二
行
目
）
と
書
い
た
が
、「
か
ぶ
せ
軸
」
は
本
来
、
軸
に
か
ぶ
せ
て

軸
を
太
く
す
る
木
製
品
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
執
筆
当
時
勘
違
い
を
し
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
教
訓
抄
』
を
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
お
り
、
同
館
の
羽
田
聡
氏
よ
り
か
ぶ
せ
軸
の
実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
元
書
陵
部
の
櫛
笥

節
男
氏
に
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
伺
い
、
書
陵
部
本
の
軸
に
つ
い
て
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。
軸
に
軸
付
紙
を
幾
枚
も
巻
き
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
軸
を
太
く
し
、
軸
を
巻
い
た
時
に
本
紙
を
傷
め
な
い
た
め
の
処
置
で
、
か
ぶ
せ
軸
も
そ
う
い
っ
た
目
的
で
付
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
両
者
は
別
物
で
あ
る
。
な
お
、
櫛
笥
氏
に
よ
れ
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
と
く
に
名
称
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
は
単
に
「
末
尾
に
軸
付
紙
（
軸
巻
）
を
幾
枚
も
後
補
し
て
、
軸
を
太
く
す
る
。」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

注（
１
）　

奈
良
県
春
日
大
社
に
所
蔵
す
る
、
鎌
倉
期
の
楽
書
『
楽
所
補
任
』
二
巻
、『
舞
楽
古
記
』
一
巻
、『
高
麗
曲
』
一
巻
、『
舞
楽
手
記
』
一
巻
、『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽

記
』
一
巻
、『
楽
記
』
一
巻
、
都
合
七
巻
の
通
称
。
ま
た
、
こ
れ
の
写
し
と
覚
し
き
江
戸
期
の
写
本
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
田

安
徳
川
家
に
各
二
十
二
冊
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
に
二
十
冊
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
に
十
二
冊
確
認
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
文
庫
ほ
か
が
二
十

二
冊
あ
る
い
は
十
二
冊
で
あ
る
の
に
対
し
、
春
日
社
の
も
の
が
七
巻
と
部
数
が
少
な
い
の
は
、
も
と
も
と
二
十
二
冊
の
よ
う
な
大
部
な
楽
書
で
あ
っ
た
も
の
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
減
じ
た
た
め
と
見
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
福
島
和
夫
氏
が
『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』（
岸
辺
成
雄
博
士
古
稀
記
念
出
版
委
員
会
編
、
講
談

社
、
一
九
八
七
年
九
月
刊
）
に
、「
春
日
楽
書
」
の
項
目
で
解
題
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
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（
２
）　

こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
は
、
注
１
の
解
題
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

岸
辺
成
雄
ほ
か
「
田
安
徳
川
家
蔵
楽
書
目
録

─
そ
の
資
料
的
意
義

─
」（
東
洋
音
楽
学
会
編
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
一･

四
二
合
併
号
、
一
九
七
七
年

八
月
刊
）
の
「
六
、『
二
十
二
冊
楽
書
』
の
由
来
」
に
よ
れ
ば
、
内
閣
文
庫
本
は
福
島
和
夫
氏
に
よ
っ
て
、
田
安
徳
川
家
本
は
岸
辺
氏
ら
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ

た
と
知
ら
れ
る
。

（
４
）　

注
１
の
解
題
に
、「
文
献
学
的
調
査
研
究
と
本
文
整
理
が
待
望
さ
れ
る
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

（
５
）　

注
１
の
解
題
に
、「
い
ず
れ
も
資
料
価
値
は
極
め
て
高
い
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

（
６
）　

岸
川
佳
恵
・
神
田
邦
彦
「『
舞
楽
手
記
』
翻
刻　

付
解
題
」、『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
五
号
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
一
〇
年
三

月
。

（
７
）　

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編･

刊
行
、
二
〇
〇
八
年
十
月
。
六
二
～
七
八
頁
。

（
９
）　

福
島
和
夫
編
『
中
世
の
音
楽
資
料

─
鎌
倉
時
代
を
中
心
に

─
解
題
目
録
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
十
回
特
別
展
観
）、
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料

室
刊
、
一
九
八
六
年
十
月
。

（
10
）　

櫻
井
利
佳
「
春
日
大
社
蔵
〔
楽
記
〕
に
つ
い
て　

付
、
紙
背
〔
打
物
譜
〕
翻
刻
」、
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文
班
編
『
雅

楽･

声
明
資
料
集　

第
二
輯
』、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
刊
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。

（
11
）　

平
出
久
雄
「「
楽
所
補
任
」
私
考
」、『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
六
巻
六
月
号
、
一
九
三
七
年
六
月
。
ま
た
、『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
二
輯
、
東
洋
音
楽
学
会
、
第
一

書
房
、
一
九
八
五
年
十
二
月
復
刻
、
に
収
録
。

（
12
）　

注
１
の
解
題
に
よ
る
。

（
13
）　

本
書
（『
舞
楽
手
記
』）
の
み
な
ら
ず
、
ほ
か
の
「
春
日
楽
書
」
六
巻
も
す
べ
て
こ
の
修
補
奥
書
を
有
し
、
装
丁
も
同
一
で
あ
る
。

（
14
）　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
室
町
期
書
写
）
巻
第
一
に
よ
る
。

（
15
）　

注
14
に
同
じ
。

（
16
）　

伏
一
〇
七
六
。
解
題
と
翻
刻
は
、
中
原
香
苗
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
─
解
題
と
翻
刻
─
」、『
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』
第
一
号
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
三
月
。
中
原
氏
は
こ
れ
を
「
羅
陵
王
舞
譜
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
書
陵
部
で
の
登
録
書
名
は
「
陵
王
荒

序
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
ち
ら
に
倣
っ
た
。

（
17
）　

印
字
で
き
な
い
か
ら
、
注
11
の
翻
刻
の
最
後
に
掲
げ
た
補
注
に
影
印
を
載
せ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　

注
３
参
照
。

（
19
）　
『
日
本
音
楽
資
料
展
出
陳
目
録
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
五
回
特
別
展
観
）、
一
九
七
九
年
十
月
刊
、
三
二
頁
。『
中
世
の
音
楽
資
料

─
鎌
倉
時
代
を

中
心
に

─
解
題
目
録
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
十
回
特
別
展
観
）、
一
九
八
六
年
十
月
刊
、
一
八
頁
等
に
収
録
。
本
稿
で
の
引
用
は
後
者
に
よ
る
。

（
20
）　

二
松
学
舎
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
世
日
本
漢
文
班
編
『
雅
楽
資
料
集
』（
資
料
編
）、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
六
年
三
月
刊
。

（
21
）　

平
出
久
雄
「
豊
氏
本
家
蔵
書
目
録 

第
三
輯 

楽
譜
目
録･

第
四
輯 

遺
墨･

雑
書
目
録
（
器
物
目
録
）」、
多
忠
雄
編
『
楽
道
撰
書
』
第
七
巻
、
楽
道
撰
書
刊
行
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会
、
一
九
四
三
年
十
二
月
。

（
22
）　

平
出
久
雄
「
多
氏
本
家
蔵
品
目
録 

第
二
輯 

楽
譜
目
録･

第
四
輯 

楽
器
目
録
」、
多
忠
雄
編
『
楽
道
撰
書
』
第
二
巻
、
楽
道
撰
書
刊
行
会
、
一
九
四
三
年
六
月
。

二
九
頁
。

（
23
）　

注
21
の
目
録
、
二
〇
頁
。


